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甲州風林火山塩山太鼓保存会
40周年記念公演「森羅万象」
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■やまなし森の印刷紙
この印刷紙には、山梨県有林からの木材が
使用されています。
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 甲州市民栄誉賞

　広く市民に敬愛され、社会に明るい希望を与
え、本市の名を高めた方および団体を表彰する
ものです。
手塚　和真（駿台甲府高校3年）
全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会 優勝

平塚　麗桜（日川高校3年）
全国高等学校総合体育大会
ウエイトリフティング競技大会 45キロ級 優勝

野村龍之介（日川高校3年）
全国高等学校総合体育大会
ウエイトリフティング競技大会 73キロ級 準優勝

 善行表彰

　市民の模範となる行動をされた方および団体
を表彰するものです。
北井　忠男（等々力） 地域活動

かじか倶楽部 地域活動

井泉会 地域活動

和　会 地域活動

 感 謝 状

公共施設整備事業
井上　　栄（上於曽）
沼上多美子（千葉県）
山伸マテリアル株式会社

クール・ヴェルジェかつぬまが市民の歌を斉唱 出席者の皆さまをお出迎え

大藤小学校児童代表が憲章を朗読式辞を述べる鈴木市長

市民栄誉賞を授与された皆さん受賞者を代表して謝辞を述べる長瀬静男氏
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日
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九
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唱
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　生涯学習課の「社会教育担当」および「文化財担当」の執務場所が12月2日（月）から市役所
本庁舎へ移転します。これに伴い、環境課の執務場所も変更となります。これは、新型コロ
ナウイルス感染症が5類へ移行したことにより、空間の確保を目的として甲州市民文化会
館へ移していた執務場所を本庁舎へ戻し、事務手続きの効率化を図るものです。
　生涯学習課「社会教育担当」および「文化財担当」は市民文化会館から市役所本庁舎2階
へ、「環境課」は本庁舎2階から1階へ移ります。
　なお、生涯学習課「公民館担当」、「スポーツ振興担当」および「図書館担当」の執務場所の変
更はありません。

12
月
か
ら
生
涯
学
習
課
と
環
境
課
の

執
務
場
所
が
変
更
に
な
り
ま
す

※太字が変更のある箇所です。
※3階フロアの変更はありません。

13
総務課

14
上下水道課

17
教育総務課

15
財政課

会計課
6

2
健康増進課

1
市民課

税務課
7

政策秘書課
9

1F

2F

P

建設課
10

農林振興課
11

観光商工課
12

東側駐車場

東側
入口

正面
入口

NEW

介護支援課
8

4
子育て支援課

5
福祉総合支援課

NEW 16
生涯学習課

（社会教育担当・文化財担当）

16
生涯学習課

（社会教育担当・文化財担当）

3
環境課

3
環境課

移住支援ポータルサイト「甲州らいふ」 掲載事業者を募集しています
　市の地域情報や魅力を発信している「甲州らいふ」に掲載いただける市内の飲食店・宿泊施設等
を募集します。皆さまの事業の一つひとつが地域情報であり魅力となります。たくさんのご応
募をお待ちしています。

 政策秘書課 地域未来戦略担当　☎32-5037　 iju@city.koshu.yamanashi.jp

※リンク掲載のため、独自のホームページやSNS等があり、随時更新されている事業者の方に限ります。
※市外のお客様でもご利用可能で、本市の魅力発信に繋がるような業態であれば原則として業種は問いません。
※掲載にかかる費用は無料です。

下記メールアドレスにリンク先のアドレスを貼付し、
タイトルを「甲州らいふ掲載希望」としてご連絡ください。

応募方法

 政策秘書課 政策調整担当　☎32-5064

試験日および試験会場

試験日時	 令和7年1月19日（日）午前8時20分（受付：午前7時50分〜8時10分）
試験会場（予定）	 甲州市役所（甲州市塩山上於曽1085番地1）

（1）筆記試験：1階	国際交流センター　（2）面接試験：2階	第2会議室

試験科目

（1）筆記試験　SPI3検査（基礎能力検査・性格検査）、小論文（作文）
（2）面接試験　個別面接

試験案内配布期間	 12月4日（水）〜20日（金）
※総務課人事・研修担当にて試験案内(申込書等)を配布。
※郵送で試験案内(申込書等)を請求。〔封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きのうえ、140円切手を貼った返信用封筒(A4
版が入る大きさ)を同封し、総務課人事・研修担当宛に郵送〕

※甲州市のホームページから試験案内(申込書等)を取得。

受験申込手続	 12月4日（水）〜20日（金）
※総務課人事・研修担当に申込書(兼受験票)およびエントリーシート、卒業証明書または卒業見込み証明書（資格取得されている方
は、資格免許証の写し）を持参。〔土・日・祝日を除く午前8時30分〜午後5時15分〕

※郵送で申し込む。〔封筒の表に「採用試験申込」と朱書きし、460円分の切手を貼った返信用封筒(長形3号)を同封のうえ、総務課人
事・研修担当宛に書留郵便で郵送。12月20日消印有効〕

※インターネットで申し込む。〔「やまなしくらしねっと」(電子申請サービス)に登録し申請〕

試験区分・試験職種・受験資格（年齢、資格・免許要件）・採用予定人数

試	験	区	分 試	験	職	種
受　験　資　格 採　　用

予定人数年	齢	要	件 資	格　・　免	許	要	件

技術系職
〔専門的、技術的業務
および一般行政事務に

従事します〕

土　木	
平成元年

4月2日以降に
生まれた方

次の①、②いずれかに該当する方
①大学（土木の専門課程を履修）を卒業（見込みを含
む）、またはこれと同程度の学力を有する方

②土木施工管理技士（1級または2級）の資格を有する方
若干名

建　築	

次の①、②いずれかに該当する方
①大学（建築の専門課程を履修）を卒業（見込みを含
む）、またはこれと同程度の学力を有する方

②建築士（1級または2級）の資格を有する方

資格・免許職等
〔専門業務および
一般行政事務に
従事します〕

社会福祉士 昭和56年
4月2日以降に
生まれた方

社会福祉士資格を有する方、または令和7
年3月31日までに資格取得見込みの方

若干名
精神保健福祉士

精神保健福祉士資格を有する方、または令
和7年3月31日までに資格取得見込みの方

保　育　士
平成3年

4月2日以降に
生まれた方

保育士資格を有する方、または令和7年3月
31日までに資格取得見込みの方

若干名

詳細は配布する試験案内や、市ホームページをご確認ください。

〈 郵送先・お問い合わせ 〉
〒404-8501 甲州市塩山上於曽1085番地1　甲州市役所総務課人事・研修担当　☎32-2111（内線2381・2382）

令和7年度採用令和7年度採用
甲州市職員採用試験甲州市職員採用試験二次募
集

12月～
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公共施設等の休館のご案内

公共施設等の休館日のご案内

年末年始の市民バス運休案内

年 末 年 始

全便運休
デマンドバス 12月28日（土）〜1月5日（日）
甲州市（塩山・勝沼・大和）縦断線、塩山市民病院線、勝沼地域
循環バス（ぶどうコース、ワインコース）、玉宮線 12月31日（火）〜1月3日（金）

下柚木線 12月31日（火）〜1月5日（日）
塩山高校線（ 山梨交通　☎33-3141） 12月24日（火）〜1月8日（水）

一部運行（12月31日〜1月3日の間、次の便のみ運行します）
大菩薩峠登山口線 二本木経由大菩薩の湯線

塩山駅南口発 大菩薩峠登山口発 塩山駅南口発 大菩薩の湯発
9：30 10：00 13：00 13：30

11：20 11：57 - -
14：28 15：00 - -

閉庁日の直前・直後は窓口が大変混雑します。時間に余裕を持ってご来庁ください。

年末年始の窓口閉庁日について 12月28日（土）〜 1月5日（日）
•甲州市役所本庁舎　　☎32-2111
•勝沼支所　　　　　　☎44-1111
•大和支所　　　　　　☎48-2111

出生、婚姻、死亡等の戸籍の届出について
日直（市役所本庁舎のみ）がお預かりします。
なお、閉庁日に提出する予定がある場合は、届出の内容を事前確認することもできますので、ご
相談ください。
※戸籍届出に不備があった場合や、関連するお手続きがある場合は、開庁日に再度手続きが必要になる場合があります。

転入・転出等 住所や世帯の届出について
閉庁日は届け出できません。※マイナポータルを通じて、オンラインによる転出届・転入予約は利用できます。

証明書自動交付機による証明書の発行について（戸籍・戸籍附票・住民票・印鑑証明書）
•市役所本庁舎設置の証明書自動交付機　12月29日（日）〜1月3日（金）の間、終日停止します。
•コンビニ交付サービス　12月28日（土）午後11時〜1月4日（土）午前6時30分まで停止します。

電話予約制の証明書交付サービスについて
平日開庁時間中に事前予約していただくと、閉庁日に市役所本庁舎で受け取ることができま
す。

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061

 市民課 市民協働推進担当　☎32-5068

〇:利用できる日
×:休み・閉庁・閉館
△:利用時間等が制限される日

12月 1月
お問い合わせ先

（市外局番:0553）27 28 29 30 31 1 2 3 4 5
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

文化施設・図書館
甲州市中央公民館（甲州市民文化会館） ○ × × × × × × × × ○ ☎32-1411

勝沼市民会館・勝沼防災センター ○ × × × × × × × × × ☎44-1111
シェアオフィス甲州

※12/27は正午まで、1/6は正午から利用可
△ × × × × × × × × × ☎32-5037

勝沼中央公民館 ○ × × × × × × × × ○ ☎44-2100
大和ふるさと会館・大和中央公民館 ○ × × × × × × × × ○ ☎48-2921

塩山図書館 × × × × × × × × × ○
☎32-1505

甘草屋敷子ども図書館 × × × × × × × × × ○
勝沼図書館 × × × × × × × × × ○

☎44-3746
大和図書館 × × × × × × × × × ○

※甲州市中央公民館（甲州市民文化会館）・勝沼中央公民館は1/6も休館

勝沼ぶどうの国文化館・旧田中銀行博物館 × × × × × × × × × ○ ☎32-5076
旧高野家住宅　甘草屋敷 ○ × × × × × × × × ○ ☎32-5076

宮光園 ○ × × × × × × × × ○ ☎44-0444
釈迦堂遺跡博物館 × × × × × × × × × × ☎47-3333

※ぶどうの国文化館・旧田中銀行博物館は12/23〜休館

体育施設
塩山総合グラウンド・塩山体育館・塩山ふれあい館 ○ × × × × × × × ○ ○ ☎32-1116

塩山テニス場 ○ × × × × × × × ○ ○ ☎32-1411

塩山B&G海洋センター ○ × × × × × × × × ○ ☎32-1596
勝沼中央公園グラウンド・勝沼体育館・

勝沼勤労者体育館・勝沼弓道場
○ × × × × × × × ○ ○ ☎44-2100

大和スポーツ公園・やまとの杜アリーナ・武田の
郷錬成館・大和初鹿野体育館・大和初鹿野運動場

○ × × × × × × × ○ ○ ☎48-2921

福祉施設
大藤診療所 ○ × × × × × × × × × ☎33-2649

塩山保健福祉センター ○ × × × × × × × × × ☎33-7811
勝沼病院 ※12/30は休日救急当番医 ○ ○ × 救急 × × × × ○ × ☎44-1166

勝沼健康福祉センター ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎44-1329

観光施設・温泉等
大菩薩の湯 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎32-4126

やまと天目山温泉 ○ × × × × × × × ○ ○ ☎48-2000
勝沼ぶどうの丘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎44-2111

日川渓谷レジャーセンター
※12/1〜3/31まで冬季休業

× × × × × × × × × × ☎48-2455

道の駅甲斐大和
※手打そば処は12/31まで営業
※軽食コーナーは1/3まで休業

× × × × × × ○ ○ ○ ○ ☎48-2571

大日影トンネル遊歩道 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎32-5000

塩山駅前観光案内所 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎33-5958

勝沼ぶどう郷駅観光案内所 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ☎44-5622

環境施設
甲府・峡東クリーンセンター ○ ○ × ○ × × × × ○ × ☎055-266-7744

7 6令和 6 年 1 2 月広報こうしゅう



令 和 5 年 度  決 算
　令和5年度の甲州市一般会計、特別会計、企業会計の各決算が、9月定例市議会で認定されました。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく令和5年度決算の財政健全化比率につきましては11月
号の広報に掲載しましたが、今回は財政状況の公表に併せて、決算の概要についてお知らせします。
福祉や教育、保健、産業の振興など市民の皆さんの暮らしに最も関連し、まちづくりの基本となる一般会計の令和
5年度決算の概要について、歳入は、前年度比12億4,941万1千円（5.4％）増の242億209万8千円、歳出は、前年度

比12億6,788万9千円（5.8％）増の232億3,213万5千円、
翌年度へ繰り越すべき財源1億6,771万7千円を差し引い
た実質収支額は、8億224万6千円となりました。

一 般 会 計  歳入

　歳入では、市税のうち市民税は、コロナ禍から社会経済活動が正常
化してきた影響などにより個人、法人とも増収となり、固定資産税及
び都市計画税においても、家屋の増に伴う増収、観光需要の回復に伴
う入湯税の増や軽自動車税の増など多くの税目で増収となったこと
から5,288万2千円（1.3%）の増、地方交付税は、追加交付額が前年度
から減少したことなどにより2,310万5千円（0.4%）の減、国庫支出
金は、前年度実施した感染症対策及び経済対策事業の終了に伴う減
や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等の減、新型
コロナウイルス感染症が5類に移行したことによるワクチン接種対
策費負担金等の減などにより3億7,203万円（12.7%）の大幅な減、
県支出金は、共撰所の建設事業に係る果樹産地施設等整備事業費補
助金等の増、やまなし子育て世帯生活支援特別給付金の増などによ
り3億2,777万2千円（27.3%）の大幅な増、寄附金は、ふるさと納税
寄付金の大幅な増に加え、大日影トンネル遊歩道の再開に向けた補
修事業に対するガバメントクラウドファンディングの実施などに
より5億4,457万円（17.3%）の増、繰入金は、財政調整基金からの繰
入はなかったものの、ふるさと支援基金繰入金の増などにより1億
9,135万1千円（12.8%）の大幅な増、市債は、大日影トンネル再開に
向けた補修事業の実施や中学校再編に伴う中学校大規模改造事業実
施などにより2億7,760万円（35.4%）の大幅な増となりました。

一 般 会 計  歳出

　歳出では、総務費がふるさと納税寄附金の増加に伴い、寄附者返礼
費やふるさと納税サイト使用料などの事務費の増、県央中核都市圏
事業として航空写真共同撮影事業の実施や自治体DX推進事業とし
て書かない窓口支援システムを導入したことなどにより8,729万3
千円（1.3%）の増となり、民生費は、低所得者及び子育て世帯への電
力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金事業費や子育て世帯生活
支援特別給付金事業費、障害者自立支援給付費の増などにより3億
1,922万8千円（6.3%）の増、衛生費は、新型コロナワクチン接種事業
費の減や出産子育て応援給付金事業費の減などにより3,529万8千円

（2.2%）の減、農林水産費は、エネルギー価格高騰の影響を受ける農業
者に対し農業者等支援事業給付金給付事業の実施や共撰所の建設に
係る補助事業の実施、農業に特化した地域おこし協力隊の事業強化を
図ったことにより4億7,217万6千円（79.9%）の大幅な増、商工費は、
大日影トンネル遊歩道再開に向けた補修事業の実施もありましたが、
前年度実施の甲州市地域応援商品券事業の終了や塩山駅前観光案内
所移設・改修工事の終了などにより1億6,907万4千円（18.7%）の減
となり、教育費は、中学校再編に伴う勝沼中学校大規模改造工事（第2
期）及び塩山中学校大規模改造工事（第1期）、勝沼図書館屋根防水改
修工事等の実施により2億7,014万8千円（16.6%）の増となりました。

一 般 会 計  歳 入

242億209万8千円

市税
42億4,029万1千円

地方交付税
59億4,387万2千円

国・県支出金
40億8,558万9千円

市債
21億489万円

地方譲与税・各種交付金
10億1,157万7千円

分担金及び負担金など
68億1,587万9千円

性 質 別 の 状 況

　歳出を性質別に見てみますと、人件費、扶助費及
び公債費で構成される義務的経費は、前年度比5億
4,674万4千円増の94億3,380万5千円（地方債の借
換え分を除くと前年比1億6,715万5千円減）、普通建
設事業費等で構成される投資的経費は、前年度比8億
3,595万6千円増の19億9,613万1千円となり、物件
費、維持補修費等のその他の経費は、積立金等の減が
影響し、前年度比1億1,481万円減の118億119万円
となりました。
　また、令和5年度末の一般会計の市債現在高は、
175億2,054万1千円となり11億6,291万7千円減少
しました。
  今後も自主財源の確保を図り、また、事務事業の見
直しなどを行いながら経費の削減に努め、より水準
の高い住民サービスを提供できるよう努力していき
ます。

区分 決算額
議会費 1億6,182万5千円
総務費 67億5,998万7千円
民生費 54億253万4千円
衛生費 15億9,293万4千円
労働費 1,812万8千円

農林水産業費 10億6,325万6千円
商工費 7億3,503万8千円
土木費 15億2,201万9千円
消防費 7億2,762万2千円
教育費 18億9,953万6千円
公債費 33億4,925万6千円
予備費 0円
合　計 232億3,213万5千円

性 質 別 決 算 状 況

人件費
28億571万4千円

扶助費
32億7,883万4千円

公債費 33億4,925万7千円

普通建設事業費 19億9,613万1千円

投資的経費 19億9,613万1千円物件費 33億1,301万6千円

維持補修費
6,767万6千円

補助費等
47億7,110万2千円

積立金 25億993万3千円

投資及び出資金・
貸付金
1億2,000万円

繰出金
10億2,047万2千円

義務的経費
94億3,380万5千円

目 的 別 決 算 状 況

民生費
54億253万4千円

総務費
67億5,998万7千円

公債費
33億4,925万6千円

土木費
15億2,201万9千円

衛生費
15億9,293万4千円

教育費
18億9,953万6千円

商工費
7億3,503万8千円

消防費 7億2,762万2千円

農林水産業費
10億6,325万6千円

議会費 1億6,182万5千円

労働費 1,812万8千円

歳入
区分 決算額
市　税 42億4,029万1千円

地方譲与税 1億3,132万6千円
利子割交付金 119万6千円
配当割交付金 2,103万5千円

株式等譲渡所得割交付金 2,424万5千円
法人事業税交付金 5,978万3千円
地方消費税交付金 7億2,053万3千円

ゴルフ場利用税交付金 1,677万2千円
環境性能割交付金 1,478万4千円
地方特例交付金 1,910万3千円

地方交付税 59億4,387万2千円
交通安全対策特別交付金 190万4千円

分担金及び負担金 4,751万9千円
使用料及び手数料 1億6,080万3千円

国庫支出金 25億5,590万6千円
県支出金 15億2,968万3千円
財産収入 1,543万4千円
寄附金 36億9,428万円
繰入金 16億8,237万8千円
繰越金 9億8,844万1千円
諸収入 2億2,702万4千円
市　債 21億489万円

自動車取得税交付金 89万6千円
合　計 242億209万8千円

令 和 5 年 度 甲 州 市 一 般 会 計 決 算 額

歳 出 決 算 額 内 訳（ 目 的 別 ）

会計名 歳入総額 歳出総額
翌年度へ繰り 
越すべき財源 実質収支額

国民健康保険事業 40億8,418万9千円 40億7,426万4千円 0円 992万5千円
診療所事業 5,453万7千円 5,418万2千円 0円 35万5千円
後期高齢者医療 5億2,375万6千円 5億1,982万6千円 0円 393万円
介護保険事業 38億2,185万4千円 37億7,883万3千円 0円 4,302万1千円
居宅介護予防支援事業 2,239万2千円 926万4千円 0円 1,312万8千円
大藤財産区 597万5千円 446万3千円 0円 151万2千円
神金財産区 754万5千円 574万2千円 0円 180万3千円
萩原山財産区 1,344万4千円 1,051万1千円 0円 293万3千円
竹森入財産区 422万円 251万8千円 0円 170万2千円
岩崎山保護財産区管理会 25万円 21万6千円 0円 3万4千円

令
和
5
年
度
甲
州
市
特
別
会
計
決
算
額

一 般 会 計  歳 出

232億3,213万5千円
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事業名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
水道事業 10億8,535万円 9億8,765万7千円 2億9,750万7千円 5億6,499万円
下水道事業 9億7,826万3千円 9億1,863万7千円 5億1,197万4千円 8億7,100万7千円
勝沼ぶどうの丘事業 8億2,256万円 8億555万9千円 0円 729万3千円
勝沼病院事業 2,129万6千円 2,127万5千円 279万9千円 1,556万9千円

※水道事業会計
・収益的収入支出及び資本的収入支出には仮受仮払消費税及び地
方消費税を含む。
・資本的収入不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支
調整額、過年度及び現年度分損益勘定留保資金、当年度純利益で
補てんした。

※下水道事業会計
・収益的収入支出及び資本的支出には仮受仮払消費税及び地方消
費税を含む。
・資本的収入不足額は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分

損益勘定留保資金で補てんした。
※勝沼ぶどうの丘事業会計
・収益的収入支出には消費税、仮受仮払消費税及び地方消費税、入
湯税を含む。
・資本的収入不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支
調整額、過年度分損益勘定留保資金で補てんした。

※勝沼病院事業会計
・収益的支出及び資本的支出には仮払消費税及び地方消費税を含
む。

　・資本的収入不足額は過年度分損益勘定留保資金で補てんした。　

令 和 5 年 度 甲 州 市 企 業 会 計 決 算 額

こうしゅう家の家計簿

収 入

　市の予算と家庭の家計では仕組みが違いますが、
わかりやすく例えるために、令和5年度一般会計の決
算を家計簿に置き換えてみました。

内　容 決算項目 金　額
こうしゅう家の年収 市税などの自主財源 500万円

親からの支援 国県支出金など 499万円

ローンの借入 市債 95万円

合　計 1,094万円

支 出
内　容 決算項目 金　額

食費 人件費 127万円

家族の医療費など 扶助費 148万円

家族への仕送り 繰出金 46万円

自宅の増改築や車の修理費など
投資的経費、維
持補修費

93万円

自治会やサークル活動の会費など 補助費、貸付金 221万円

光熱費、通信費など 物件費 150万円

ローンの返済 公債費 151万円

その他 積立金、予備費 114万円

合計 1,050万円

水道事業
項　目 金　額
営業収益 1億9,582万円
営業外収益 2億764万1千円
営業費用 3億5,511万1千円
営業外費用 2,295万1千円

下水道事業
項　目 金　額
営業収益 8,685万2千円
営業外収益 3億9,996万9千円
営業費用 3億4,842万5千円
営業外費用 3,559万円

勝沼ぶどうの丘事業
項　目 金　額
営業収益 3億8,243万9千円
営業外収益 724万9千円
営業費用 3億4,777万6千円
営業外費用 0円

勝沼病院事業
項　目 金　額
医業収益 0円
医業外収益 5千円
医業費用 147万8千円
医業外費用 23万3千円

公営事業の経理の概況	
（令和6年9月30日現在）

土 地 1,909,454㎡
建 物 183,957㎡
基 金 78億1,570万5千円
出 資 金 1億9,782万5千円

財産、基金及び出資金の状況
（令和6年9月30日現在）

市税等の内訳 金額
市民税（個人分） 13億9,693万9千円
市民税（法人分） 8,594万1千円
固定資産税 20億3,785万4千円
都市計画税 1億3,544万2千円
軽自動車税 1億5,588万7千円
市たばこ税 1億279万2千円
入 湯 税 720万7千円
国民健康保険税 9億4,429万1千円

住民負担の状況 （令和6年9月30日現在）
※令和6年度分として収入を見込んだ市税等の額

会計名 歳　入 歳　出 差引額
一般会計 102億7,283万5千円 81億8,603万1千円 20億8,680万4千円

国民健康保険事業 15億9,045万9千円 15億4,585万4千円 4,460万5千円
診療所事業 844万1千円 2,703万9千円 △1,859万8千円

後期高齢者医療 2億2,616万4千円 2億774万2千円 1,842万2千円
介護保険事業 16億3,651万2千円 15億9,785万1千円 3,866万1千円

居宅介護予防支援事業 1,506万2千円 134万1千円 1,372万1千円
大藤財産区 428万5千円 210万3千円 218万2千円
神金財産区 180万3千円 7千円 179万6千円
萩原山財産区 923万6千円 741万8千円 181万8千円
竹森入財産区 170万3千円 1万円 169万3千円

岩崎山保護財産区管理会 3万4千円 1万5千円 1万9千円

令和6年4月1日から令和6年9月30日までの会計別収支の状況 （令和6年9月30日現在）

※「△」はマイナスを表します

市　債 263億9,784万2千円

一時借入金 0円

市債及び一時借入金の現在高
（令和6年9月30日現在）
　※一般会計、特別会計、企業会計の合計

市 民 一 人 あ た り の …（人口 29,411人／令和6年4月1日現在）

市民一人あたりの税負担は･･･

144,174円

市民一人あたりの歳出決算額は･･･

789,914円

区　分 内　容 金　額
議 会 費 市議会の運営のために 5,502円
総 務 費 課税徴収・住民窓口・庁舎管理などのために 229,846円
民 生 費 高齢者・子育て支援・障害者などのために 183,691円
衛 生 費 健康診断・予防接種・環境衛生・ゴミ処理などのために 54,161円
労 働 費 勤労者福祉・高齢者の就労促進などのために 616円
農林水産業費 農林業の振興のために 36,152円
商 工 費 商工業や観光の振興のために 24,992円
土 木 費 道路や橋の整備・河川の改修・市営住宅などのために 51,750円
消 防 費 防災・消防団・常備消防のために 24,740円
教 育 費 義務教育・生涯学習・文化財保護・スポーツ振興などのために 64,586円
公 債 費 各種事業を実施した際の借入金の返済のために 113,878円

市民一人あたりの目的別経費の内訳は･･･

令 和 5 年 度  決 算
　地方自治法第243条の3ならびに「甲州
市の財政状況の作成及び公表に関する条
例」に基づき、令和6年9月末現在における
本市の財政状況を公表します。

財政状況の公表

 財政課財政担当　☎32-5060
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『戸籍証明書のコンビニ交付』を導入します
　12月27日（金）から、マイナンバーカードを利用したコンビニ交付サービスを拡充するため、本市に本籍のある
方が全国のコンビニ等に設置されているマルチコピー機で戸籍証明書を取得できるようになります。
※本市に住民登録のない方が取得するためには、コンビニのマルチコピー機等から登録申請が必要です。

取得できる戸籍証明書と手数料  ※窓口より100円安く取得できます。
●現在の戸籍謄本・抄本（戸籍全部・個人事項証明書）　1通350円
●現在の戸籍の附票の写し　1通200円

利用場所と時間  ※本庁舎設置のマルチコピー機では、本市に住民登録がある方のみ取得できます。
●コンビニ　午前6時30分〜午後11時（年末年始を除く）
●本庁舎　　午前8時30分〜午後5時15分（年末年始を除く）

必要なもの 　利用者証明用電子証明書（4ケタの暗証番号）の搭載されているマイナンバーカード

新型コロナワクチンの専門相談窓口について

感染症予防対策について

　県では、新型コロナワクチン専門相談ダイヤルを開設しています。
　看護師などの専門知識を持つスタッフが、接種前の疑問や不安の解消から接種後
の副反応が出た場合の対応まで、県民の皆さまから広く相談をお受けします。

※聴覚に障害がある方は 055-223-1639をご利用ください。

〈 受付時間 〉　午前9時～午後4時（午後4時～翌午前９時は音声案内）

1  夜間・休日にマイナンバーカード関係の手続きができます夜間・休日にマイナンバーカード関係の手続きができます 予約制 　
窓口受付日時 　毎週水曜日（午後7時まで）および12月8日（日）午後1時〜5時

場　所 　市役所本庁舎 1階 市民課
受付内容 　マイナンバーカードの申請、交付、更新、暗証番号再設定
予約方法 　希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。

2  『マイナンバーカード出張申請サポート』を行います『マイナンバーカード出張申請サポート』を行います 予約制  無料

　 対象者 　甲州市民で申請日から約2ヵ月以内に転出予定がない方
（1）75歳以上で外出が困難な方  （2）乳幼児（0〜6歳までの未就学児） 
（3）障害者手帳等をお持ちの方  （4）介護保険の要介護・要支援認定を受けている方  等

訪問日時 　（1）月〜金曜日（祝日を除く）午前9時30分〜午後4時30分　（2）12月8日（日）午後1時〜4時
　●市職員が訪問する場合

顔写真の撮影と申請をサポートします。また、申請時に本人確認等の必要な条件を満たせば、出来たカードを
本人限定受取郵便でご自宅へ郵送します。

　●市職員と行政書士が訪問する場合
市が委託した行政書士が申請サポートに加えて、出来たカードを代理で受領するサービスもあります。
※代理受領には条件があるので、個別に相談対応します。

受付期間 　令和7年1月31日（金）まで ※代理申請後の代理受領は令和7年2月28日（金）まで行います。

◆注意事項
・希望日の1週間前までに電話で予約をお願いします。　・申請者本人が、訪問場所にいてください。
・身体を動かすことが困難な方は、介助者等の同席をお願いします。

3  『マイナンバーカード特急発行』について『マイナンバーカード特急発行』について
12月2日（月）から、最短5日でマイナンバーカードの申請から交付までを行う『マイナンバーカード特急発行』
が始まります。

対象者
（1）1歳未満で初めてマイナンバーカードを申請する方
（2）国外から転入した方で初めてマイナンバーカードを申請する方
（3）マイナンバーカードの紛失届を提出した方
（4）（1）〜（3）のほか、速やかにカードの交付を受ける必要がある方（追記欄の余白がなくなった場合等）
※(1)以外は紛失の届出日等、事由発生から30日以内の申請に限ります。　※30日を超えた場合は、従来の申請方法で受け付けます。
※紛失・き損等による特急発行の場合、申請には手数料が2,000円かかります。

マイナンバーカードに関するお知らせ
　11月から勝沼・大
和支所で始まった
「書かない窓口」でも
マイナンバーカード
が使えます！

 専門相談窓口　☎055-223-8878

 健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎32-5014

　冬季は風邪、インフルエンザ、新型コロナウイルスやノロウイルスなどの感染症が
流行しやすい季節です。
　感染症の種類はさまざまでも、基本的な予防対策は同じです。

免疫力を高める
　免疫力が弱まっていると感染しやすくなります。

また、感染した時に症状が重くなってしまう恐れがあります。
普段から十分な睡眠とバランスの良い食事を心がけ、免疫力を高めておきましょう。

（ 感染経路を断つ ）（ 感染経路を断つ ）

こまめに手洗いをしましょう。
帰宅時や調理の前後、食事前などに、せっけんを使って手を洗いましょう。

咳エチケットを心がけましょう。
咳やくしゃみをする際は、マスクやハンカチを使って口や鼻をおさえ、
飛沫で他の人が感染しないようにしましょう。

感染症にかからないために

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061
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いきいきライフ通信

整骨院・接骨院のかかり方整骨院・接骨院のかかり方
みんなで食べよう！朝ごはんみんなで食べよう！朝ごはん

 健康増進課 健康づくり担当　☎33-7812

　市では、市民の皆さまにご協力いただき、昨年度食育に関するアンケート調査を実施しました。その結
果から、「朝ごはんを食べない子どもの割合」は、3歳では1.2％、5歳では0.8％と少ないものの、小学生は
4.4％、中学生は11.7％と、成長に伴い、朝ごはんを食べない子どもの割合が増えていることが分かりまし
た。令和元年度に実施した調査と比較すると、特に中学生が悪化していました。

　朝ごはんを食べることは、子どもの発育・発達に必要な栄養が摂れること、生活リズムが整い1日元気に過
ごせること、心の健康が保てること、学力や体力向上に良いことなどと関係していると言われています。ま
た、大人においても、生活習慣病の予防効果があることが分かっています。そのため、生涯を通じて朝ごは
んを食べる習慣を身につけていきましょう。
　朝ごはんを食べる習慣のない方は、まずはバナナやヨーグルト、スープなど、食べやすいものから始めて
みましょう。それに慣れたら、パンやご飯などの主食を加え、徐々におかずを追加するなどしてメニューを
増やしていくことをお勧めします。

基本のみそ玉レシピ

　今年度の食改活動テーマは「簡単おい
しい朝ごはんを毎日みんなで食べるじゃ
ん」です。みそ玉はお湯を注ぐだけでみ
そ汁ができるため、一人暮らしや高齢者、
育ち盛り、防災食としてもおすすめです。
朝ごはんはみそ玉スープであたたかく食
べましょう。

おすすめコメント

上西、下西、中央、下中、上塩後、下塩後、下於曽地区の食生活改善推進員さんからのレシピです。
食改さんのおすすめレシピ

作り方
①ボールにみそとだし粉末、わかめ、ねぎ、具材を入れよく混ぜます。
②約18ｇずつラップに包んで丸めます。
③残しておいた好みの具材少々で彩りをよくします。
④器に③を入れ、お好みのお湯を注ぎよく混ぜていただきます。

材料（11～13個分）
• 乾燥わかめ･･････････････････････････････････････ 大さじ１杯
• 乾燥ねぎ････････････････････････････････････････ 大さじ２杯
• だし粉末････････････････････････････････････････ 大さじ３杯
• みそ･･･････････････････････････････････････････････ 約180ｇ
• 好みの具材････････････････････････････････ 大さじ１杯と少々

（麩、ごま、干しエビ、切干大根、とろろ昆布、しらす干し、高野豆腐等）

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

3歳 5歳 小学生 中学生
 令和元年度 2.6% 1.4% 4.5% 8.0%
 令和5年度 1.2% 0.8% 4.4% 11.7%

朝ごはんを食べない
子どもの割合

医療費の適正化にご協力をお願いします

 健康増進課 保健事業担当　☎34-5436

　近年、整骨院・接骨院は数も増え、医療費も年間約2，700万円となってきています。
（令和５年４月～令和６年３月請求分）
　柔道整復師・鍼灸師などが施術を行う、はり・きゅう・マッサージなどは、医師が治療を行う診
療とは異なります。そのため、健康保険が適用される施術は一部のものに限られています。

①負傷原因を正確に伝えてください。
②病院での治療と重複はできません。
③施術が長期にわたる場合は、医師の診断を受けてください。
④療養費支給申請書は内容を確認し、原則自分で署名をしてください。
⑤領収証は必ずもらいましょう。

施術を受けるときの注意事項

健康保険が使えない場合

日常生活の疲れな
どからくる肩こり

症状の改善が見ら
れない長期の施術

加齢による
体の不具合

スポーツによる
筋肉疲労・筋肉痛

病気による
こりや痛み

労災保険の対象となる
仕事中・通勤途中のケガ

など

健康保険が使える場合

打　撲 ねんざ 挫　傷
※肉離れ等

骨折・脱臼
※応急手当以外は医師の同意が必要

○荷物運びで腰を痛めた　○階段で足首をひねった　○スポーツで足を骨折した　など

例えばこんな時…

令和6年9月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	 2億4,484万円（前年同月比	+958万円）
	 3万2,093円（前年同月比	+2,704円）

市の医療費全体
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75歳以上の方の医療費のお知らせを令和7年1月下旬に発送します。

※医療費控除の申告に使用する際の利便性向上のため、令和6年1月〜11月の自己負担額の合計等が記載されています。

令和6年度医療費のお知らせ

発送時期 記載される診療月 発送方式
令和7年1月下旬 令和5年12月～令和6年11月 封書にて発送（普通郵便）

 市民課 国保・年金担当　☎32-5173
 山梨県後期高齢者医療広域連合　☎055-236-5671

【重　要】
　令和6年12月診療分は今回発送する医療費のお知らせには記載されず、1年後の令和8年1月下旬に
発送する医療費のお知らせに記載されます。
　そのため、医療費控除の申告手続きを行う場合は、令和6年12月診療分は領収書が必要となります
ので、必ず保管してください。

～ひとりでお住まいの高齢者の皆さまへ～
もしものために…在宅独居高齢者台帳に登録しませんか？

後期高齢者医療制度に加入している皆さまへ

「後期高齢者に係る医療費のお知らせ」を発送します

高齢者の助っ人

　「在宅独居高齢者台帳」に登録することにより、急病時の医療機関との連携など、必要な支援に
繋ぐことができます。ひとり暮らしに不安を感じている方は、民生委員による訪問などで、安心
した在宅生活が送れるように、地域で見守ります。

在宅独居高齢者台帳に関すること　  介護支援課 高齢者支援担当　☎34-5434
地区の担当民生委員に関すること　  福祉総合支援課 重層的支援・地域福祉担当　☎32-5027

　民生委員は、地域で生活する住民の一員として、住民の皆さまからのさまざまな生
活上の困りごとの相談に応じ、必要な支援が受けられるよう、専門機関への「つなぎ役」
を担っています。また、地域での支援体制づくりや見守りなど、住民の皆さまが安全・
安心に生活していく上でなくてはならない重要な活動を実施しています。厚生労働大
臣から委嘱された非常勤特別職の公務員であり、行政区ごとに選出され、市内では111
名の民生委員がそれぞれの地区で活動しています。

●対象者	 65歳以上のひとり暮らしで甲州市に住民登録をされている方
●登録方法	 登録を希望される方は、お住まいの地区の民生委員までご連絡ください。
	 民生委員がご自宅へ訪問して登録を行います。
●登録内容	 ・氏名、住所、生年月日、近親者、緊急時連絡先などを登録します。
	 ・在宅独居高齢者台帳に記載されている個人情報は、厳重に管理され守られます。

医療機関などの関係機関

必要時情報共有

介護支援課
地域包括支援センター

高齢者 民生委員

訪問

相談

情報共有

在宅独居高齢者台帳による見守りネットワーク

　外来年間合算制度は、年間を通して長期に外来療養を受けている方の負担が増えないよう、1年間を通じて月の
外来の自己負担額を合算し、上限額を超えた金額を「高額療養費外来年間合算」として支給するものです。

【対象者 】
　令和5年8月1日～令和6年7月31日までの1年間で、自己負担が「一般」「低所得者Ⅱ」「低所得者Ⅰ」（令和6年7
月31日時点）のうち、外来の自己負担額が14万4,000円を超えた方。
※月ごとの高額療養費として支給された金額は自己負担額から差し引いて計算されます。

【勧奨通知発送 】 支給対象になる方には申請のご案内を送付します。
〇国民健康保険加入の方

甲州市から12月中旬頃に申請書を送付
〇後期高齢者医療加入の方

山梨県後期高齢者医療広域連合から12月上旬頃に申請書を送付
（計算期間中を通じて月間の高額療養費で口座の登録をされている方には送付しません）

【支給方法 】 申請書を提出した方には申請口座に支給されます。
※後期高齢者医療加入の方で、すでに高額療養費の申請で口座登録をされている方には登録口座に継続支給されます（支

給のお知らせは12月上旬頃発送予定です）。
※対象期間中に転入転出（後期高齢者医療保険加入の方は、県をまたいだ転入転出）や他保険の加入歴のある方は、「自己

負担額証明書」が必要になる場合があります。詳細はお問い合わせください。

●申請書提出先・お問い合わせ先　市民課 国保・年金担当　☎32-5173

70歳以上の方の「高額療養費外来年間合算」について
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　中学生による友好親善訪問は、エイムズ市との姉妹都市協定締結31周年を迎
え、新たな一歩として再開しました。国際交流委員会および関係する皆さまの
ご理解とご支援に心から感謝申し上げます。中学生訪問団員20名は、家族と離
れ、10月12日（土）から19日（土）まで米国で過ごした日々の中で、ホストファミ
リーやエイムズ市関係者をはじめ多くの方々への感謝の気持ちを抱き、「自然や
文化」の素晴らしさとともに「生き生きと生きること」の大切さを感じ取ること
ができました。
　この訪問は、中学生にとって「自分らしく」「前向きに」「やってみよう」と挑戦
する貴重な機会でした。五感をとおして学んだ体験を、感謝の気持ちを忘れる
ことなく経験として生かしてくれることを期待しています。

友好親善訪問団 団長
辻　純二（松里中学校 校長）

　いつか海外へ行ってみたいと思っていた時、訪問団員募集のことを知り、私は
参加したいと強く思い、参加を希望しました。訪問団では、これまでにないとて
も充実した1週間を経験することができました。日本との違いを街や人の雰囲
気、食生活や建物、多くのものから感じました。また、日本を離れ1週間近く過ご
すことへの不安もある中、ホストファミリーが私のホームステイを温かく受け
入れてくれました。言葉がうまく伝わらない中でも、とても優しく関わってく
れたホストファミリーの皆さんには心から感謝しています。
　私はこの訪問を通じて、アメリカの良いところを学び、さらに日本の良いとこ
ろを再認識することもできました。そしてエイムズ市へまた訪れたいと強く思
いました。

友好親善訪問団 生徒代表
古屋 旭陽（勝沼中学校3年）

Report Report

10月12日（土）~19日（土）の8日間、友好親善都市であるアメ

リカ合衆国エイムズ市へ中学生訪問団を派遣しました。

中学生訪問団レポート

「 友好親善都市 」

アメリカ合衆国
エイムズ市

C
it

y
 o

f A
m

e
s

C
it

y
 o

f A
m

e
s

★
★

★

★
★

★

　アイオワ州エイムズ市は、相互理解、友情、文化交流を促進す
る活発な姉妹都市提携を通じて、日本の甲州市との強固な国際
関係を、誇りを持って認識しています。
　エイムズ市は2024年10月15日の週に甲州市から青年代表
団を迎え入れ、両市の青年間の親善、共通の経験、教育の機会を
育むことを光栄に思います。
　この訪問は、エイムズ市と甲州市が文化の理解、グローバル
市民権、国際規模の協力を促進する永続的な関係を築くとい
う、継続的な取り組みを示すものであります。
　エイムズ市の住民は、この永続的な関係の価値を認識し、強
い永続的な絆を共有する日本の甲州市の人々の豊かな伝統、文
化、精神を賞賛します。
　したがって、アイオワ州エイムズ市長ジョン・A・ヘイラは、
2024年10月15日をエイムズ市の「甲州市の日」と宣言し、すべ
ての住民が甲州市との友情関係を祝い、私たちのコミュニティ
を訪問する青年代表団を温かく歓迎するよう奨励します。

2024年9月24日

市長 ジョン・A・ヘイラ

アイオワ州エイムズ市宣言
“甲州市の日”
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します ！

　本市の伝統産業であり松里地域を中心に生産が盛んな「ころ柿」について学ぶことを目的に、11月6日に井尻小学校、7日に松里小
学校でころ柿集会が開催されました。集会では、児童たちがころ柿についての学習発表ところ柿づくりを体験しました。児童たち
は地域の方やJAフルーツ山梨の職員の方々などから指導を受け、真剣な表情で皮むきや紐かけなどの作業に取り組みました。なお、

「オレンジのカーテン」で知られる軒先のころ柿風景は、松里地域を中心に、12月中旬頃まで見ごろです。

受け継がれる地域の歴史と伝統 ころ柿集会

　11月10日、「マンガ ふるさとの偉人 鉄道王と呼ばれた男 雨宮敬次郎の生涯」の発行を記念して講演会を開催しました。「雨宮敬次
郎の生涯」をテーマに、マンガの原作・脚本を担当した日本の歴史小説作家である江宮隆之氏が講演を行いました。歴史民俗資料室
では、令和7年1月12日まで雨宮敬次郎の生涯にまつわる企画展も実施されており、同企画展内に設置されている鉄道模型のジオラ
マを熱心に見つめる子どもたちも多く訪れていました。※12月15日には、体験運転会が行われます。

マンガ ふるさとの偉人発行記念 「雨宮敬次郎の生涯」講演会

　11月3日、山梨県産の新酒ワイン「山梨ヌーボー」の解禁を記念し、新酒ワインまつりを開催しました。県内外から多くのワイン
ファンが訪れ、秋晴れの空の下で新酒の味や香りを楽しむとともに、山梨ヌーボーの解禁を喜んでいました。今年は市内のワイナ
リー16社が35銘柄を出品し、各社のブース前には長蛇の列ができていました。

11月3日は山梨ヌーボー解禁日 新酒ワインまつりを開催

　10月20日、甲州中央防災広場「塩むすび」などで第19回甲州
市およっちょい祭りが開催されました。ステージでは、市内の
保育園児による「ちびっこステージ」や中学生による「音楽の祭
典」、およっちょい上棟式が行われたほか、各種団体からも多数
出店し、市民総参加のイベントは大いに賑わいました。

多彩な催しで賑わう
甲州市およっちょい祭り

　10月20日に福井県で開催された「第47回全国育樹祭」にお
いて、菱山財産区が林野庁長官賞を受賞したことを受け、25日、
代表者の皆さんが市長へ受賞報告を行いました。全国育樹祭
は、継続して森を守り育てることの大切さを普及啓発するため
に行われており、菱山財産区の活動が高く評価され、今回の受
賞となりました。

第47回全国育樹祭
林野庁長官賞を受賞

　10月26日からの2日間、旧大和中学校グラウンドで、勝沼・
大和地域5小学校の6年生、48名が参加し、勝沼・大和少年ジャ
ンボリーが5年ぶりに宿泊を伴うなかで開催されました。テ
ントの組立やカレー作りを通じてコミュニケーションをと
り、来年度から同じ中学校に入学する児童同士で交流を図り、
親睦を深めました。

勝沼・大和少年ジャンボリー
5年ぶり宿泊で実施

　11月2日、「ヴェスタ甲州　稲作体験事業」で新米の試食会
を実施しました。5月の田植え、9月の稲刈りを経ての試食会
では、新米の味をたしかめようと親子約40名が参加しました。
試食の前には塩山式手ばかりの説明が行われ、食事の目安量
についても学びました。本体験をとおして、食の大切さや収
穫の喜びを感じる貴重な機会となりました。

ヴェスタ甲州 稲作体験事業
育てた米の試食会を実施

　令和5年度に完成した市発注工事で、高度な技術力を用いて
他の模範となる工事を施工した事業所および技術者の方々を
10月30日に表彰しました。受賞した方々は次のとおりです。

（順不同）

優良工事業者
〇土木部門 昭和建設・高野建設大日影トンネル遊歩道
 補修工事共同企業体［1工事］、
 昭和建設（株）［1工事］、（有）岩間商興［1工事］
 （有）早川建材設備［1工事］
〇建築部門 （株）飯島工事［1工事］
〇舗装部門 昭和建設（株）［3工事］
〇設備部門 （株）有電［1工事］

優良建設工事・優良建設工事技術者を表彰
優良技術者
岩間秀樹【昭和建設（株）】、篠原淳【（株）高野建設】、
青沼李軌【（有）早川建材設備】、雨宮賢一【昭和建設（株）】、
金井聡【（株）有電】
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笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー 

会
議
室・研
修
室

 

令
和
７
年
１
月
15
日（
水
）

 

笛
吹
市
学
び
の
杜
み
さ
か 

講
座
教
室

 

令
和
７
年
１
月
23
日（
木
）

 

午
前
の
部 

午
前
10
時
～
正
午

　 

午
後
の
部 

午
後
１
時
～
３
時
30
分

● 

峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
で
の
受
付

 

12
月
９
日（
月
）～
令
和
７
年
２
月
７
日

（
金
）

※ 

土・日・祝
日・年
末
年
始
を
除
く

※ 

郵
送
に
よ
る
受
付
期
間
も
同
様
で
す
。

２
月
７
日（
金
）消
印
有
効

※ 

健
康
面
に
不
安
が
あ
る
方
は
、郵
送
に
よ

る
申
請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

の
コ
ピ
ー（
請
求
書
、
領
収
書
お
よ
び

購
入
量
計
算
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
は

原
本
）を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

郵
便
料
金
が
不
足
し
た
場
合
は
受
領
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、申
請
書
類
の
不
備
が

あ
る
場
合
も
、受
付
で
き
ま
せ
ん
。

 

①
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
請
求
書
②
宛
名
に
請
求
書
名
が

記
載
さ
れ
た
領
収
書
お
よ
び
購
入
量
計

算
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
③
身
体
障
害

者
手
帳・
療
育
手
帳・
戦
傷
病
者
手
帳
の

い
ず
れ
か（「
減
免
申
請
済
」の
押
印
が
あ

る
も
の
）④
印
鑑
、車
検
証
お
よ
び
請
求

者
名
義
の
預
金
通
帳
⑤
減
免
決
定
通
知

（
身
体
障
害
者
手
帳
等
に
減
免
の
ス
タ
ン

プ
が
押
印
さ
れ
て
い
る
場
合
は
不
要
）

● 

リ
ー
ス
自
動
車
の
方
の
持
ち
物

１ 

①
～
④
ま
で
の
書
類

２ 

自
動
車
燃
料
費
助
成
要
件
証
明
書（
本
人

運
転
を
除
く
）

３ 

自
動
車
リ
ー
ス
契
約
書

４ 

助
成
対
象
車
両
の
直
近
の
リ
ー
ス
料
金

の
支
払
い
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
書
類

５ 

運
転
免
許
証（
本
人
運
転
の
み
）

６ 

誓
約
書（
本
人
運
転
の
み
）

● 

申
請
書
類
の
配
布
等

請
求
書
お
よ
び
添
付
書
類
等
は
、
山
梨

市・
笛
吹
市・
甲
州
市
の
障
害
福
祉
担
当

課
窓
口
ま
た
は
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所・

福
祉
課
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※ 

受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場
合

は
、助
成
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

峡
東
保
健
所 

福
祉
課

☎
20
‐
２
７
５
０

20
‐
２
７
５
４

〒
４
０
５
‐
０
０
０
３

山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
‐
１

東
山
梨
合
同
庁
舎

自
然
色
ネ
ッ
ト
等
購
入
補
助
金
制
度
の

お
知
ら
せ

 

景
観
に
配
慮
し
た
自
然
色
資
材
を
購
入

し
、市
内
の
屋
外
に
設
置
し
た
方
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
果
樹

園
等
に
設
置
す
る
防
風
ネ
ッ
ト
、ブ
ル
ー

シ
ー
ト
の
購
入
や
買
い
替
え
を
計
画
し

て
い
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
資
材

自
然
色
ネ
ッ
ト
、自
然
色
シ
ー
ト

● 

色
彩
に
つ
い
て

市
内
の
屋
外
に
お
い
て
、周
辺
景
観
に
な

じ
む
色
彩（
主
に
ブ
ラ
ウ
ン・グ
レ
ー・グ

レ
ー
ベ
ー
ジ
ュ
系
）の
も
の
。

※ 10YR4/1

（
マ
ン
セ
ル
値
）を「
甲
州
ブ

ラ
ウ
ン
」と
し
て
推
奨
し
て
い
ま
す
。

● 

補
助
額

購
入
費
の
50
％

（
最
大
３
万
円
ま
で・
千
円
未
満
切
り
捨

て
）

※ 

補
助
金
の
交
付
は
同
一
年
度
１
戸（
団

体
）あ
た
り
１
回
ま
で

 

令
和
７
年
２
月
28
日（
金
）ま
で
に
次
の

①
か
ら
④
の
書
類
を
資
材
購
入
前
に
揃

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

① 

補
助
金
交
付
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

② 

設
置
場
所
が
わ
か
る
地
図

③ 

資
材
購
入
見
積
書

④ 

設
置
場
所
の
写
真（
２
方
面
か
ら
撮
っ
た

も
の
）

※ 

予
算
上
限
に
達
し
次
第
締
め
切
り 

 

建
設
課

都
市
計
画・ま
ち
づ
く
り
担
当

☎
32
‐
５
０
７
２

　11月12日、サウジアラビア王国のガーズィー・ビンザグル大
使が本市に来訪し、塩山中学校において、ICT端末を活用した数
学の授業を視察しました。日本の学校教育に対する取り組み方
などで感じたことを生徒へ伝えていました。生徒たちからは、
大使の仕事内容や日本とサウジアラビアの共通点などを活発
に質問していました。

サウジアラビア大使来訪
授業の様子などを視察

　11月17日、塩山北中学校体育館で福祉避難所設置・運営訓
練を実施しました。大藤地区の区長および民生委員・児童委
員など約40名が参加し、要配慮者の受け入れや救急救命の講
習を受けたほか、段ボールベッド・パーテーションの設置方法
について学びました。今後も大規模災害等に備えて避難体制
の整備を進めていきます。

福祉避難所設置・運営訓練
救急救命や避難所の設置方法を学ぶ

　11月17日、大規模災害発生時に連携して、迅速な医療救護
活動をすることを目的に、塩山市民病院、医師会、薬剤師会、峡
東保健所などが参加し、緊急医療救護所合同訓練を実施しま
した。災害時に多くの方が治療を必要とした場合を想定し、
院内搬送や救護所内での応急処置の訓練を実施。今後も医療
救護体制の整備を強化していきます。

大規模災害発生時の医療体制を確保
医療救護所合同訓練を実施

　11月13日、甲州こどもフェスタ実行委員会は、塩山ふれあい
館で第18回甲州こどもフェスタを開催しました。手形・足型
コーナーや写真撮影のブースのほか、歯科相談・食育コーナー
などが設けられました。多彩なブースを親子で楽しみながら
回り、会場は子育て中のママや子どもたちの笑顔が多く見られ
ました。

広がる子育ての輪
第18回甲州こどもフェスタ

　11月17日、甲州市民文化会館で甲州風林火山塩山太鼓保存会が、40周年記念公演「森羅万象」を開催しました。本会は、昭和59年
に市内の青年有志により結成され、これまで、市のイベントや地域のお祭りなどに出演し、和太鼓の音色でさまざまな行事を盛り上
げてきました。公演では「神立」や、今回が初公開となる「森羅」など全8曲を披露。心地よく体に響く太鼓の音色と迫力に魅了された
参加者から惜しみない拍手が送られました。

甲州風林火山塩山太鼓保存会　40周年記念公演を開催

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

23 22令和 6 年 1 2 月広 報 こうしゅう



　結婚またはパートナーシップ宣誓（以下「結婚等」という。）を機に新生活を開始する世帯を対象に、経済的不安を軽減
できるよう、結婚等に伴う費用（住宅取得費用、住宅賃借費用、リフォーム費用、引越費用）の一部を補助します。

結婚等新生活支援補助金の給付について ～結婚等に伴う新生活を応援します～

補助対象世帯 	 令和6年1月1日～令和7年3月31日の間に結婚等をされたお二人で、
	 共に39歳以下かつお二人の合計所得が500万円未満の世帯

補助金の上限額 	 結婚等の日において、お二人のいずれも29歳以下の世帯／60万円
	 上記以外の39歳以下の世帯／30万円

申請期間 	 令和7年3月31日（月）まで
	 ※予算の上限に達した時点で受付を終了する場合がありますので、申請される方はお早めにお願いします。

申請方法 	 市ホームページまたは政策秘書課窓口にて申請書類を取得し提出

詳細はこちら

12月25日（水）が納期限です。
お忘れにならないようご注意ください。

※口座振替の方は、12月25日（水）に振り替えます
　ので、前日までに残高をご確認ください。
※納税相談を税務課収納担当窓口にて随時行って
　います。

 税務課 収納担当　☎32-5074

固定資産税・都市計画税第3期・
国民健康保険税第6期の納期限について

　平成16年6月の障害者基本法の改正により、障害者の福祉について理解と関心を深めるとともに、障害者が社会、経済、文
化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として設定されています。

✿ 「障害者週間」とは？ ✿

毎年1212月33日～99日は「障害者週間障害者週間」です！
～障害のある人とない人が相互に人格と個性を尊重し、支え合う共生社会の実現を目指して～

　私たちの社会には、子どもや高齢者、健康な人や病気を抱えた人、障害のある人やない人など、さまざまな方が暮らしてい
ます。誰もが分け隔てられることなく、生き生きと自分らしく暮らしていくためには、一人ひとりの理解や配慮が必要です。
また、日常生活において、身近な人たちとのつながりや支え合いが何よりも重要です。この機会に一人ひとりが普段の生活
の中でできる配慮や工夫について考え、障害がある人もない人もお互いが理解し合い、ともに生きる社会を目指しましょう。

✿ 一人ひとりができること ✿

 福祉総合支援課 相談支援担当　☎32-0285

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
願
い

◎ 

相
続
人
代
表
者
の
届
出
は
お
早
め
に

	

固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
を
基
準
日
と

し
、
固
定
資
産（
土
地・
家
屋
等
）の
所
有

者
宛
て
に
通
知
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、所
有
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
は
、来
年
度
の
通
知
送
付
先
の
確
認
の

た
め
、相
続
登
記
の
手
続
き
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
」の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
お
手
元
に

書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
、お
早
め
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

◎ 

家
屋
を
新
築（
増
築
）し
た
方
へ

	

令
和
６
年
１
月
２
日
～
令
和
７
年
１
月

１
日
ま
で
に
家
屋
を
新
築（
増
築
）し
た

方
に
は
、評
価
額
算
出
の
た
め
、家
屋
調

査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
日
程
は
事
前
に
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。（
調
査
時
間
は
１
時
間
程
度
で
す
。）

◎ 

家
屋
を
滅
失
し
た
方
へ

	

今
ま
で
建
っ
て
い
た
家
屋
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、そ
の
年

内
中
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
の
あ
っ
た
家
屋
は
、
現
地
調
査・
確

認
の
上
、翌
年
度
か
ら
取
り
壊
し
部
分
が

課
税
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

◎ 

太
陽
光
発
電
設
備
を
お
持
ち
の
方
へ

	

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
場
合
、償

却
資
産
の
課
税
対
象
と
な
り
、固
定
資
産

税
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次

の
基
準
に
よ
り
償
却
資
産
に
該
当
す
る

場
合
は
、毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
償
却
資

産
の
所
有
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●	

太
陽
光
発
電
設
備
の
償
却
資
産

太
陽
光
パ
ネ
ル
、
架
台（
レ
ー
ル
）、
接

盛
土
規
制
法
の
運
用
を
開
始
し
ま
す

	

県
で
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、　

盛
土
規
制
法
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

盛
土
規
制
法
は
、
規
制
区
域
を
指
定
し
、

一
定
規
模
以
上
の
盛
土
等
を
行
う
場
合
、

あ
ら
か
じ
め
許
可
が
必
要
と
な
る
も
の

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
者
の
方

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
予
定
で

す
。
詳
細
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　	

県
森
林
整
備
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
４
５

 

県
農
村
振
興
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
９
５

 

県
都
市
計
画
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
７
１
７

 

建
設
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都
市
計
画・ま
ち
づ
く
り
担
当

☎
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５
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峡
東
都
市
計
画
変
更
案
の

縦
覧
に
つ
い
て

	

峡
東
都
市
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
案
に
つ
い
て

意
見
が
あ
る
場
合
は
、縦
覧
期
間
内
に
意

見
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●	

対
象
の
都
市
計
画

①	

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

（
塩
山
駅
千
野
線
）

②	

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し（
塩
山
駅
下
於

曽
線	

外
３
路
線
）、都
市
計
画
公
園
の
変

更（
於
曽
公
園
）、用
途
地
域
の
変
更
、準

続
ユ
ニ
ッ
ト
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
、表
示
ユ
ニ
ッ
ト
、電
力
量
計
等（
工

事
費
等
も
含
む
）

※	

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
架
台
は
、屋
根
材
と
し

て
設
置
し
て
い
る
場
合
、家
屋
に
含
ま
れ

る
た
め
申
告
は
不
要
で
す
。

●	

申
告
区
分

法
人・個
人
事
業
主
は
、売
電・自
家
消
費

に
関
わ
ら
ず
償
却
資
産
の
対
象
と
な
り
、

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

個
人（
住
宅
用
）に
つ
い
て
も
、
10
k
w

以
上
を
売
電
す
る
場
合
は
、償
却
資
産
の

対
象
と
な
り
、申
告
が
必
要
で
す
。

	

税
務
課 

資
産
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
５

塩
山
駅
南
口
駐
車
場
定
期
駐
車
券
の

発
行
に
つ
い
て

	

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
休
止
し
て
い

ま
し
た
定
期
駐
車
券（
パ
ス
カ
ー
ド
）の

発
行
を
再
開
し
ま
す
。

●	

定
期
駐
車
券（
パ
ス
カ
ー
ド
）に
つ
い
て

１
ヵ
月
決
ま
っ
た
金
額
で
駐
車
場
の
出

入
り
が
可
能
に
な
る
定
期
券
で
す
。

※	

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
保
証
さ
れ
な

い
た
め
、満
車
の
場
合
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
。

	

月
額
６
︐６
０
０
円（
税
込
）

●	

契
約
期
間

令
和
７
年
１
月
１
日（
水
）か
ら
最
大

３
ヵ
月
間（
１
ヵ
月
単
位
）

※	

申
請
の
時
期
に
よ
り
、契
約
可
能
な
期
間

が
短
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※	

令
和
７
年
３
月
に
更
新
手
続
き
を
す
る

と
最
大
６
ヵ
月
間
の
延
長
が
可
能
で
す
。

そ
の
後
も
６
ヵ
月
ず
つ
更
新
す
る
こ
と

防
火
地
域
の
変
更
、ご
み
焼
却
場
の
廃
止

●	

縦
覧
期
間

12
月
12
日（
木
）～
26
日（
木
）

（
土・
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）

●	

縦
覧
場
所

	

県
都
市
計
画
課（
①
の
み
）

	

県
峡
東
建
設
事
務
所	

都
市
計
画・
建
築

課（
①
の
み
）

	

甲
州
市
役
所	

建
設
課（
①
、②
）

※	

①
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、②
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●	

意
見
書
の
提
出
が
で
き
る
方

峡
東
都
市
計
画
区
域
の
住
民
お
よ
び
利

害
関
係
者

●	

提
出
方
法

意
見
の
要
旨
、住
所
、氏
名
お
よ
び
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、郵
送
ま
た
は
持
参
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

12
月
26
日
必
着

●	

提
出
先

①	

県
峡
東
建
設
事
務
所

都
市
計
画・建
築
課

②	

甲
州
市
役
所
　
建
設
課

 

建
設
課 

都
市
計
画・ま
ち
づ
く
り
担
当

☎
32
‐
５
０
７
２

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

	

輸
血
用
血
液
に
は
、有
効
期
限
が
あ
り
ま

す
。
血
液
が
使
わ
れ
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

	

12
月
12
日（
木
）

	

午
前
９
時
30
分
～
11
時
45
分

　	

午
後
１
時
～
３
時
30
分

	

市
役
所
本
庁
舎	

東
側
駐
車
場

が
で
き
ま
す
。

●	

貸
出
可
能
台
数
　
20
台

●	

駐
車
可
能
な
自
動
車

普
通
自
動
車
の
う
ち
、長
さ
４・８
０
ｍ
、

幅
１・７
５
ｍ
、高
さ
２・０
０
ｍ
を
そ
れ

ぞ
れ
超
え
な
い
も
の

	

12
月
４
日（
水
）か
ら
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

	

定
期
駐
車
券
発
行
申
請
書
、
車
検
証（
電

子
車
検
証
の
方
は
自
動
車
検
査
証
記
録

事
項
と
一
緒
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）、運

転
免
許
証
、
定
期
駐
車
券
料
金（
現
金
の

み
）

※	

申
請
書
は
建
設
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

※	

貸
し
出
し
可
能
台
数
を
超
え
た
時
点
で

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

	

建
設
課 

都
市
計
画・ま
ち
づ
く
り
担
当

☎
32
‐
５
０
７
２

●	

当
日
服
用
し
て
い
て
も
献
血
可
能
な
対

処
薬

ビ
タ
ミ
ン
剤
、血
圧
の
薬
、花
粉
症
の
薬
、

胃
腸
薬
、
高
脂
血
症
治
療
薬
、
ア
レ
ル

ギ
ー
薬
、高
尿
酸
血
症
治
療
薬

※	

献
血
の
可
否
は
、当
日
に
検
診
医
が
最
終

的
な
判
断
を
行
い
ま
す
。

●	

お
願
い

	

予
約
献
血
を
す
る
と
受
付
が
ス
ム
ー
ズ

と
な
り
予
約
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

献
血
W
e
b
サ
ー
ビ
ス「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」

か
ら
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※	

献
血
希
望
日
時
の
３
時
間
前
ま
で
ご
予

約
が
可
能
で
す
。

※	

発
熱
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
献
血
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

献
血
バ
ス
内
の
密
集
を
避
け
る
た
め
、外

で
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

	

初
め
て
献
血
を
さ
れ
る
方
や
献
血
カ
ー

ド
を
忘
れ
た
方
は
、
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
等
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●	

主
催
　
甲
州
市

　	

　
　
　
塩
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

●	

協
力
　
甲
州
市
赤
十
字
奉
仕
団

 

健
康
増
進
課 

健
康
企
画・地
域
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

詳細はこちら

予約はこちら

 政策秘書課 政策調整担当　☎32-5064

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

25 24令和 6 年 1 2 月広 報 こうしゅう



凍結させないために…
 屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水
道管を保温しましょう。

 メーターボックス内に保温材（布切れや発泡スチ
ロールを濡れないようにビニール袋に入れたも
の）を詰めて、メーター器を保温しましょう。

 長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水
道管の中の水を抜きましょう。

 対策ができないときは、少量の水を出すことで凍
結防止ができます。（水量に応じて水道料金も増
加しますので、ご注意ください。）

もし凍結してしまったら…
 水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事
業者に修理を依頼してください。（工事業者一覧表は、
市ホームページをご覧ください。） 

凍結から水道管を
守りましょう!

 上下水道課　☎32-5077

熱湯をかけると、水道管が破損する危険あり！

「
甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
」

主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
賛
助
募
集 

 

甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
で
は
、市

の
観
光
業・商
工
業
の
継
続
的
発
展
の
た

め
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

年
末
に
は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

と「
花
火
打
ち
上
げ
」、
来
年
春
に
は「
こ

う
し
ゅ
う
桜
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
甲

州
市
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
イ

ベ
ン
ト
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
開
催
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
賛
助
い
た
だ
け
る
企
業・

団
体
を
募
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
事
務
局

（
観
光
商
工
課
内
）

☎
32
‐
5
0
9
1 

児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
つ
い
て 

 

令
和
6
年
10
月
分（
令
和
6
年
12
月
支
給

分
）の
児
童
手
当
か
ら
児
童
手
当
の
制
度

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

● 

変
更
点 

 

所
得
制
限
の
撤
廃 

 

支
給
対
象
児
童
が
高
校
生
年
代
ま
で
に

延
長 

 

第
3
子
以
降
の
月
額
が「
1
万
5
︐0
0
0

円
」か
ら「
3
万
円
」に
変
更

 

第
3
子
加
算
の
算
定
に
大
学
生
相
当
年

齢
の
子
ま
で
を
含
め
る 

※ 

大
学
生
相
当
年
齢（
年
度
末
年
齢
が
22
歳

ま
で
の
子
）を
含
め
3
人
以
上
の
子
を
養

育
し
て
い
る
場
合
、「
監
護
相
当・生
計
費

令
和
7・8
年
度

山
梨
県
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
募
集 

 

日
常
の
買
い
物
等
を
通
じ
て
食
品
表
示

の
状
況
を
確
認・記
録（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

し
、
そ
の
結
果
を
県
に
報
告
す
る「
食
品

表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

食
の
安
全
や
食
品
表
示
に
関
心
の
あ
る

方
は
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

 

満
18
歳
以
上
で
、山
梨
県
内
に
居
住
し
て

お
り
、食
の
安
全
や
食
品
表
示
に
関
心
の

あ
る
方
で
、食
品
表
示
等
に
関
す
る
研
修

（
年
2
回
）を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
方 

● 

任
期 

委
嘱
の
日
か
ら
令
和
9
年
3
月
31
日 

（
2
年
間
） 

 

令
和
7
年
1
月
15
日（
水
）ま
で
に
窓
口

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

全
国
家
計
構
造
調
査
に
つ
い
て 

 

10
月
～
11
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た

全
国
家
計
構
造
調
査
に
ご
回
答
、ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

調
査
結
果
は
、社
会
保
障
や
福
祉
政
策
の

検
討
な
ど
、生
活
に
身
近
な
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

負
担
に
つ
い
て
の
確
認
書
」の
提
出
が
必

要
で
す
。

 

支
払
月
が
年
3
回
か
ら
隔
月
偶
数
月
の

年
6
回
払
い
に
変
更 

● 

申
請
に
つ
い
て 

現
在
、市
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
方
は
、新
た
に
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。（
公
務
員
は
除
く
。）

す
で
に
申
請
を
さ
れ
て
い
る
方
以
外
で
、

申
請
す
べ
き
か
判
断
に
迷
う
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

制
度
改
正
後
、最
初
の
支
払
い
は
、12
月

で
す
。

※ 

10
月
分
と
11
月
分
も
ま
と
め
て
支
払
い

ま
す
。

● 
児
童
手
当
の
受
給
証
明
に
つ
い
て 

毎
年
10
月
に
年
間
支
払
通
知
書
を
送
付

し
て
い
ま
し
た
が
、
制
度
改
正
に
伴
い
、

10
月
分
以
降
は
送
付
し
ま
せ
ん
。
通
帳

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※ 

証
明
が
必
要
な
場
合
は
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

※ 

お
手
元
に
届
く
ま
で
1
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。

※ 

当
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
支
援
担
当

☎
32
‐
5
0
8
1 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
の
ご
本
人

や
ご
家
族
あ
る
い
は
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族
が
悩
み
や
不
安
を
話
せ

る
場
で
す
。
ま
た
、地
域
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、認
知
症
や
介
護

に
つ
い
て
広
く
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ

け
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護

要
申
込
・
無 

料

「
こ
う
し
ゅ
う
こ
ど
も
食
堂
」開
催 

 

ク
リ
ス
マ
ス
に
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
お

い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
。
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

12
月
25
日（
水
） 

 

午
前
11
時
～
午
後
2
時（
予
定
） 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

3
階 

第
2
研
修
室 

 

市
内
在
住
の
小・中
学
生 

（
親
子
で
の
参
加
可
） 

● 

定
員
　20
名（
先
着
順
）

 

チ
ラ
シ
裏
面
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、12

月
18
日（
水
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

※ 

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
も
申
し
込
み
可

能
で
す
。 

※ 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
申
し
込
み
の

際
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
対
応
が
難
し

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

● 

チ
ラ
シ
設
置
場
所 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会・各
公
民
館 

※ 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

※ 

送
迎
車
あ
り
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
34
‐
8
1
9
5 

℻
34
‐
9
2
7
0 

chiiki@
koshushishakyo.or.jp 

に
関
す
る
専
門
職
も
い
る
た
め
、介
護
や

認
知
症
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
も
で
き

ま
す
。 

 

12
月
12
日（
木
）毎
月
第
2
木
曜
日 

 

午
前
10
時
～
正
午 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 

第
3
会
議
室 

 

1
0
0
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
） 

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当 

☎
34
‐
5
4
3
4 

社
会
福
祉
法
人
光
風
会 

光
風
園

☎
33
‐
7
5
1
1 

令
和
6
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

 

加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合
に
、

被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
る
相
互
共
済
制
度
で
す
。 

掛
金
は
一
人
に
つ
き
年
間
5
0
0
円
で
、

共
済
期
間
は
4
月
1
日（
中
途
加
入
の
場

合
は
、そ
の
翌
日
）か
ら
令
和
7
年
3
月

31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。 

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
加
入
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
5
0
6
8 

勝
沼
支
所
　
☎
44
‐
1
1
1
1 

大
和
支
所
　
☎
48
‐
2
1
1
1 デザインテーマ

豊かな自然、歴史と文化に彩られた果樹園交流のまち「甲州市」らしいイメージで、甲州市に愛着
を持っていただけるようなデザインであること。また、二人の婚姻を祝福する思いが伝わるもの。 

応募期間  12月2日(月)～令和7年1月31日（金）※必着  

応募資格  プロ・アマチュアを問わず、どなたでもご応募できます。 

応募方法  ※応募用紙は、市ホームページからダウンロードまたは市民課窓口で取得してください。

応募シートおよび所定の応募用紙（①表紙②記念保管用）を持参、
郵送またはメールでご応募ください。 

応募先  持参　市民課 住民記録・戸籍担当　 shimin@city.koshu.lg.jp 
 郵送　〒404-8501（住所不要）市民課 住民記録・戸籍担当 

選考結果デザインの採用   ※詳細はお問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

選考結果における最優秀賞をデザイン採用作品とします。
最優秀作品には、賞品を贈呈します。

　結婚という人生の節目を迎えられるお二人を祝福するとともに、甲州市の魅力を感じて
いただけるようなオリジナル婚姻届のデザインを募集します。

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061　☎32-5062

オリジナル婚姻届のデザインを募集！

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ
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ら
せ
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甲
府・峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設 

事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

 「
甲
府・峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
、廃
棄

物
最
終
処
分
場
整
備
事
業
及
び（
仮
称
）

地
域
振
興
施
設
整
備
事
業
に
係
る
環
境

影
響
評
価
完
了
報
告
書
」の
縦
覧
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
見
が
あ
る
場
合

は
、期
間
内
に
意
見
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。 

● 

対
象
事
業
実
施
区
域 

笛
吹
市
境
川
町
寺
尾
地
内 

● 

縦
覧
期
間
　
12
月
２
日（
月
）～

　 

令
和
7
年
1
月
6
日（
月
） 

（
土・日・年
末
年
始
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時
） 

● 

縦
覧
場
所 

 

甲
府
市
役
所
本
庁
舎 

 

笛
吹
市
役
所
市
民
窓
口
館 

 

山
梨
市
役
所
本
庁
舎 

 

甲
州
市
役
所
本
庁
舎 

 

山
梨
県
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー 

 

甲
府・峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組

合 

● 

意
見
書
の
提
出
方
法 

書
面
に
住
所
、氏
名
、完
了
報
告
書
の
名

称
、意
見
を
ご
記
入
の
上
、令
和
７
年
１

月
20
日（
月
）ま
で
に
書
留
郵
便（
当
日
消

印
有
効
）ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

● 

提
出
先 

甲
府・峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合 

〒
4
0
6
‐
0
8
5
4 

山
梨
県
笛
吹
市
境
川
町
寺
尾
1
4
4
0

‐
1 

 

甲
府・峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合 

☎
0
5
5
‐
2
6
6
‐
7
7
4
4 

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談 

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

 

甲
州
市
民・山
梨
市
民 

◎ 

甲
州
市
会
場 

 

12
月
４
日（
水
）／
11
日（
水
）／ 

18
日（
水
）／
25
日（
水
） 

 

市
役
所
本
庁
舎
1
階
相
談
室

　 （
市
民
課
内
） 

◎ 

山
梨
市
会
場 

 

12
月
３
日（
火
）／
10
日（
火
）／ 

17
日（
火
）／
24
日（
火
） 

 

山
梨
市
役
所 

◎ 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

 

月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
） 

 

甲
府
市
役
所
本
庁
舎 

４
階 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8

 

山
梨
市 

商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
1
1
1
1

 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
0
5
5
‐
2
3
7
‐
5
3
0
9

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど 
 

12
月
19
日（
木
） 

相

　談

要
予
約
・
無 

料

無
料
法
律
相
談 

 

12
月
16
日（
月
） 

 

午
後
１
時
30
分
～
５
時 

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室 

 

甲
州
市
民 

● 

定
員 

７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
） 

※ 

12
月
５
日（
木
）午
前
８
時
30
分
～
13
日

（
金
）午
後
５
時
15
分
の
間
に
電
話（
土・

日・祝
日
を
除
く
）で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

※ 
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、ご
利
用
は
原
則
、年
度
内
１

回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

市
民
課 
市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談 

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

 

12
月
13
日（
金
） 

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室 

 

甲
州
市
民 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

 

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時 

 

山
梨
市
役
所 

 

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の（
年

金
手
帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場

合
は
、委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。 

※ 

予
約
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、甲
府
年
金

事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

 

甲
府
年
金
事
務
所 

☎
0
5
5
‐
2
5
2
‐
1
4
3
1 

要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談 

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、 

家
族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
い
な
ど
、心
の
悩
み
や
不
安
を
中
心
と

し
た
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

随
時（
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。） 

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当 

☎
32
‐
0
2
8
5

　 

32
‐
5
0
7
9

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談 

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談 

 

年
金
、
福
祉
、
登
記
事
務
、
道
路
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
、
国・
県
等
の
業
務
に
つ
い
て

な
ど
、行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

12
月
20
日（
金
） 

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

 

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー 

２
階 

会
議
室
A 

 

甲
州
市
民 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

予
約
不
要
・
無 

料

12
月
4
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設 

 

人
権
擁
護
委
員
が
い
じ
め
、親
族
間
ト
ラ

ブ
ル
、差
別
、配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、児
童

虐
待
、ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
か
か
わ

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

12
月
４
日（
水
） 

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室 

 

甲
州
市
民 

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当 

☎
32
‐
0
2
8
5 

32
‐
5
0
7
9

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談 

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

12
月
20
日（
金
） 

 

午
後
１
時
30
分
～ 

 

市
役
所
本
庁
舎 

 

12
月
17
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。 

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当 

☎
34
‐
5
4
3
4 

要
予
約
・
無 

料

法
律
扶
助
の
日

無
料
法
律
相
談
会

 

法
律
扶
助
の
日（
１
月
24
日
）を
記
念
し

て
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
司
法

書
士
、弁
護
士
が
離
婚
、相
続
、土
地
、建

物
の
賃
貸
借
、交
通
事
故
等
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

令
和
７
年
１
月
25
日（
土
）

 

午
後
１
時
15
分
～
４
時
45
分

 

山
梨
県
弁
護
士
会
館

 
12
月
９
日（
月
）～
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　 （
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
）

※ 

相
談
は
面
談
の
み
で
す
。

※ 

相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。
要
点
を

ま
と
め
て
予
約
時
間
の
５
分
前
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※ 

駐
車
場
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

主
催

　 

山
梨
県
弁
護
士
会・山
梨
県
司
法
書
士
会・

　 

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

 

山
梨
県
弁
護
士
会

　 

☎
0
5
5
‐
2
3
5
‐
7
2
0
2

要
予
約

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会 

 

司
法
書
士
が
、
相
続
や
会
社
関
係
の
登

記
、土
地・建
物
の
名
義
変
更
、遺
言
、成

年
後
見
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

12
月
13
日（
金
） 

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

 

街
の
駅
や
ま
な
し 

※ 

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内 

※ 

書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
行
い
ま
せ

ん
。 

※ 

初
め
て
の
ご
相
談
に
限
り
ま
す
。 

 

山
梨
県
司
法
書
士
会 

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー 

☎
0
5
5
‐
2
5
3
‐
2
3
7
6 

　亡くなられた方に関する市役所での必要な手続きについて、遺族の方々の負担軽減のため、1ヵ所で手続きが
行える「おくやみコーナー」を12月から開設します。

※お持ちいただくものや内容によって、一度で手続きが完了しない場合があります。 
※持ち物は「甲州市死亡届出後の手続き」をご確認ください。「甲州市死亡届出後の手続き」は市民課窓口または市ホームページで確認できます。 
※予約による「おくやみコーナー」を利用せず、直接担当課で手続きすることもできます。 

利用対象者  死亡時に甲州市に住所登録されていた方のご遺族 
予約方法  利用日の2開庁日前までに電話でご予約ください。 

 （受付時間　午前8時30分～午後5時15分 ※土・日・祝日・年末年始を除く） 
利用時間  （1枠1組までご利用できます） 1  午前10時～　 2  午後2時～　 3  午後3時30分～ 

 ※利用時間を15分以上過ぎても来庁されなかった場合はキャンセル扱いとなります。 

設置場所  市役所本庁舎 １階 市民課 国保・年金担当カウンター 

『おくやみコーナー』が始まります

人権イメージキャラクター
人KENまもる君

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n
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イ
ベ
ン
ト

要
予
約

第
18
回
ま
ほ
ろ
ば

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

 

第
1
部
は
、
プ
ロ
が
奏
で
る
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
の
ピ
ア
ノ
の
響
き
。
第
2
部
は

ピ
ア
ノ
1
台
＆
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
2
台
に

よ
る
ユ
ニ
ッ
ト・ス
テ
ー
ジ
で
す
。
素
敵

な
音
色
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

● 

第
1
部 

八
谷 

晃
生（
ピ
ア
ニ
ス
ト
） 

● 

第
2
部 ArcoIris 

（
八
谷
晃
生
と
2
人
の
女
性
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
） 

 

12
月
8
日（
日
） 

 

午
後
2
時（
午
後
1
時
30
分
開
場
） 

 

大
和
ふ
る
さ
と
会
館 

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル 

 

1
席
2
︐0
0
0
円 

● 

定
員
1
6
0
席 

（
中
学
生
以
下
1
︐0
0
0
円
） 

※ 

パ
ー
テ
ィ
ー
形
式（
ド
リ
ン
ク・
オ
ー
ド

ブ
ル
の
提
供
）は
行
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
ほ
ろ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

実
行
委
員
会（
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
内
）

☎
48
‐
2
9
2
1 

要
申
込

武
田
家
の
聖
地 

フ
ッ
ト
パ
ス
開
催 

 

市
内
に
は
、武
田
家
代
々
の
文
化
財
、遺

宝
が
数
多
く
遺
さ
れ
て
お
り
、武
田
信
玄

公
を
は
じ
め
と
し
た
武
田
家
将
士
の
魂

が
眠
る
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
武
田

要
申
込
・
無 

料

肺
活
量
U
P
！「
ボ
イ
ト
レ
」講
座 

 

プ
ロ
の
音
楽
家
に
よ
る
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
笑
い
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

り
、体
幹
と
横
隔
膜
を
鍛
え
て
、肺
活
量・

発
声
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
練
習
後

に
、毎
月
1
曲
季
節
の
歌
な
ど
を
歌
い
ま

す
。 

 

令
和
7
年
1
月
18
日（
土
） 

 

午
前
10
時
30
分
～
正
午 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 

大
会
議
室 

● 

定
員
　
20
名（
抽
選
制
） 

 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤・在
学
の
方 

（
高
校
生
以
上
） 

● 

講
師
　
近
藤 

愛
氏 

（
音
楽
教
室Am

our M
usicasa

主
宰
）

 

飲
み
物（
水
分
補
給
用
）、フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル 
 

12
月
10
日（
火
）～
21
日（
土
）の
間
に

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
、電
話
ま
た
は
市
民

文
化
会
館
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
月
曜・休
館
日
を
除
く
午
前
9
時
～

午
後
5
時
） 

※ 

抽
選
結
果
は
、12
月
24
日（
火
）以
降
、当

選
さ
れ
た
方
へ
連
絡
し
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
1
4
1
1 

家
の
聖
地
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、武
田
信
玄
公
菩
提
寺
の
恵
林
寺

が
あ
る
塩
山
を
歩
い
て
回
る
フ
ッ
ト
パ

ス
を
開
催
し
ま
す
。 

 

12
月
7
日（
土
） 

 

午
前
9
時
～
正
午 

（
午
前
8
時
50
分
受
付
開
始
） 

 

乾
徳
山
恵
林
寺（
庫
裡
側
）駐
車
場
　 

※ 

道
中
は
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が
ら
、

3
キ
ロ
程
歩
き
ま
す
。 

 

飲
み
物
、
雨
具
な
ど（
歩
き
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。） 

※ 

観
光
商
工
課
と
生
涯
学
習
課
の
共
同
企

画
で
す
。 

 

観
光
商
工
課 

企
画・交
流
担
当 

☎
32
‐
1
0
0
0 

講
座
・
教
室

要
申
込
・
無 

料

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
＆

個
別
相
談
会 

 

空
き
家
所
有
者
や
不
動
産
に
関
す
る
悩

み
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、空
き
家
の

引
き
起
こ
す
問
題
、管
理
の
有
効
性
、相

続
、利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
個
別

相
談
も
行
い
ま
す
。 

● 

セ
ミ
ナ
ー 

 

令
和
7
年
1
月
19
日（
日
） 

 

午
後
1
時
～
2
時
30
分 

 

市
役
所 

本
庁
舎 

2
階 

第
1
会
議
室

● 

テ
ー
マ

要
申
込
・
無 

料

体
幹
U
P
！「
ヨ
ガ
」講
座 

 

ヨ
ガ
の
基
本
姿
勢
や
呼
吸
法
、瞑
想
な
ど

の
レ
ッ
ス
ン
を
体
験
し
ま
す
。 

 

令
和
7
年
1
月
23
日（
木
） 

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 

第
2
会
議
室 

● 

定
員
　
10
名（
抽
選
制
） 

 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方（
小
学
校 

3
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
） 

● 

講
師
　
高
木 

緑 

氏 

（
Y
O
G
A
空
主
宰
） 

 

飲
み
物（
水
分
補
給
用
）、フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、動
き
や
す
い
服
装 

 

12
月
11
日（
水
）～
18
日（
水
）の
間
に

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
、電
話
ま
た
は
市
民

文
化
会
館
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
月
曜・休
館
日
を
除
く
午
前
9
時
～

午
後
5
時
） 

※ 

抽
選
結
果
は
、12
月
20
日（
金
）以
降
、当

選
さ
れ
た
方
へ
連
絡
し
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
1
4
1
1 

　 

空
き
家
問
題
と
住
ま
い
の
終
活

● 

講
師

　 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
三
星 

雅
人
氏 

● 

相
談
会 

　 

午
後
2
時
30
分
～
3
時
30
分

　 （
要
事
前
予
約・先
着
4
組
） 

※ 

相
談
時
間
は
一
組
30
分
程
度 

※ 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
個
別

相
談
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
後
に

参
加
用
U
R
L
を
配
布
し
ま
す
。 

※ 

セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
個
別
相
談
会
の
い
ず

れ
か
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

 

令
和
7
年
1
月
16
日（
木
）ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

政
策
秘
書
課 

地
域
未
来
戦
略
室 

☎
32
‐
5
0
3
7 

要
申
込
・
無 

料

市
民
教
養
講
座

は
じ
め
て
の
囲
碁
教
室

 

2
回
の
講
座
を
と
お
し
て
、囲
碁
の
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
学
び
ま
す
。
初
心
者
の

方
、ル
ー
ル
を
再
確
認
し
た
い
方
、お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

囲
碁
の
楽
し
さ
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ

う
。 

 
令
和
7
年
1
月
24
日（
金
）、31
日（
金
） 

 
午
後
2
時
～
3
時
30
分 

（
午
後
1
時
45
分
受
付
開
始
） 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 
第
2
会
議
室（
和
室
） 

● 

定
員
　
16
名（
先
着
順
） 

 

市
内
在
住
、在
勤
、在
学
で 

2
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る
方 

● 

講
師
　
雨
宮 

清
芽
氏 

　
　
　（
ア
マ
4
段 go tutle

講
師
）

 

12
月
3
日（
火
）午
前
9
時
～
令
和
7

年
1
月
17
日（
金
）午
後
5
時
の
間
に
、

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム（
24
時
間
受
付
）ま

た
は
電
話（
土・日・祝
日
を
除
く
午
前
9

時
～
午
後
5
時
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

※ 

講
座
の
様
子
は
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
ま

す
。

 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当 

☎
32
‐
5
0
9
7 

申込はこちら

申込はこちら

申込はこちら

有
料
広
告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

31 30令 和 6 年 1 2 月広 報 こうしゅう



申
込
不
要
・
無 

料

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

◎ 

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
生
涯
学
習

 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
す
る
た
め

に
社
会（
集
団
）が
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
設
定
し
、何
に
取
り
組
む
べ
き
か
を

考
え
る
と
と
も
に
、地
域
に
お
け
る
生
涯

学
習
推
進
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
図
書
館

に
つ
い
て
、そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
考

え
る
機
会
と
し
ま
す
。

◎ 

第
１
回

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は

～
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を

　
　
　
　
　
　
　
目
指
す
た
め
に
～

 

12
月
４
日（
水
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

● 

講
師
　
藤
原 

佑
樹
氏

（
公
益
財
団
法
人
山
梨
総
合
研
究
所
）

◎ 

第
２
回

生
涯
学
習
拠
点
と
し
て
の

図
書
館
の
使
命

 

12
月
18
日（
水
） 

● 

講
師
　
河
本 

毬
馨
氏

（
山
梨
英
和
大
学
助
教
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

第
２
研
修
室

◎ 

山
梨
学
講
座

や
ま
な
し
ラ
ン
キ
ン
グ

～
統
計
か
ら
み
る
山
梨
～

 

健
康
寿
命
が
全
国
２
位（
令
和
元
年
）な

ど
、県
民
に
も
誇
る
べ
き
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
統
計
結
果
を
も
と
に
県
民
性
に
つ

い
て
考
察
を
深
め
ま
す
。

 

12
月
17
日（
火
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

第
２
研
修
室

● 

講
師
　
宇
佐
美 

淳
氏

要
申
込

甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
募
集

◎ 

１
月
の
活
動

 

ス
キ
ー
教
室

 

１
月
25
日（
土
） 

※ 

雨
天
決
行

 

午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
午
前
７
時
30
分
受
付
開
始
）

● 

実
施
場
所

　 

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
バ
レ
ー
野
辺
山

● 

集
合
場
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

 

市
内
在
住
の
小
学
校
４
～
６
年
生

● 

定
員
　
30
名（
先
着
順
）

 

５
，０
０
０
円
＋
レ
ン
タ
ル
費

 

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム 

12
月
２
日（
月
）～

令
和
７
年
１
月
８
日（
水
）

● 

主
催
　
甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ 

実
行
委
員
会 

※ 

状
況
に
よ
り
内
容
の
変
更
、ま
た
は
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
5
0
9
7 

（
公
益
財
団
法
人
山
梨
総
合
研
究
所
）

◎ 

生
涯
楽
習
講
座

健
康
と
幸
福
の
た
め
の
心
理
学

 

精
神
的
な
健
康
を
考
え
る
心
理
学
に
つ

い
て
理
解
し
つ
つ
、「
自
己
決
定
理
論
」と

い
う
動
機
づ
け
や
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
理
論
か
ら
や
る
気
を
高
め
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

 

12
月
５
日（
木
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

● 

講
師
　
佐
柳 

信
男
氏

（
山
梨
英
和
大
学
教
授
）

 

い
ず
れ
の
講
座
も
筆
記
用
具
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

● 
定
員

い
ず
れ
の
講
座
も
当
日
先
着
30
名

※ 
開
催
時
間
の
５
分
前
か
ら
当
会
場
に
お

け
る
質
問
方
法
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

※ 

山
梨
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
が
開

催
す
る
講
座
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
中
継

し
、当
会
場
で
視
聴
し
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
1
4
1
1

要
申
込
・
無 

料

遺
言・相
続
登
記
講
座 

 

甲
府
地
方
法
務
局
の
職
員
が
講
演
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、司
法
書
士
に
よ
る
相
続

登
記
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、遺
言
書
作

成
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

 

令
和
７
年
１
月
19
日（
日
）

 

午
後
１
時
～

 

リ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
総
合
市
民
会
館

● 

定
員
　
60
名（
先
着
順
）

 

12
月
２
日（
月
）か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

 

甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課 

☎
0
5
5
‐
2
5
2
‐
7
1
5
1

「お終活」

新春映画上映会 

　「お終活～熟春！人生、百年時代の過ごし方～」（2021年製作／
113分／日本）を無料上映します。
　ベテラン俳優陣の自由奔放でコミカルな演技に笑って泣けて、
役に立つこと間違いなしです。

（C） 2021「お終活」製作委員会

申込はこちら

令
和
6
年
10
月
1
日
か
ら
、
山
梨
県

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
後
の
金
額
は
、
時
間
額
9
8
8

円
で
す
。

※
詳
細
は
、山
梨
労
働
局
賃
金
室
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

山
梨
労
働
局
賃
金
室

　 

☎
0
5
5
‐
2
2
5
‐
2
8
5
4

山
梨
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

「家庭の日・青少年を育む日」啓発作品の入賞者を紹介します 

審査結果 
〈ポスター〉
小学校低学年の部 
市長賞　　　　　　　祝小3年　小林羚緒奈
教育長賞　　　　　勝沼小2年　鶴田美羽
市民会議会長賞　　松里小3年　間瀬菜々美

小学校高学年の部 
市長賞　　　　　　　祝小6年　小林彪杏
教育長賞　　　　　松里小6年　和泉彩希
市民会議会長賞　塩山北小5年　深澤万理亜

中学生の部 
市長賞　　　　　　塩山中2年　保科莉子
教育長賞　　　　　勝沼中1年　畠山公輔
市民会議会長賞　　塩山中1年　榎本鈴

〈作文〉 
小学校低学年の部 
市長賞　　　　　塩山南小3年　今澤俊瑛
教育長賞　　　　　大藤小3年　河野乃華
市民会議会長賞　　勝沼小3年　丸山湊士

　青少年育成甲州市民会議では、毎月第１日曜日の「家庭の日」および毎月第３日曜日の「青少年を育む日」の啓発ポスター・作
文・標語・写真の募集を、児童・生徒の夏休みの課題として市内小中学校に依頼しました。市内の全小中学校から985作品の応
募があり、９月20日（金）に甲州市民文化会館において、市民会議理事・審査員による作品審査会を行いました。厳正な審査に
よる入賞作品は、次のとおりです。
　市長賞、教育長賞、市民会議会長賞の3賞は、11月13日（水）の青少年健全育成推進甲州市民集会の席上で表彰式を行いまし
た。また、4部門の各市長賞受賞者には、作品紹介もしてもらいました。
　なお、3賞入賞のポスターは青少年育成山梨県民会議に出品しました。

小学校高学年の部 
市長賞　　　　　　大和小5年　佐藤茉衣香
教育長賞　　　　塩山南小6年　上野優弦
市民会議会長賞　　大藤小5年　堀口聖衣

中学生の部 
市長賞　　　　　　勝沼中1年　平井愛結花
教育長賞　　　　　塩山中1年　平山伊織
市民会議会長賞　　松里中2年　手塚実咲

〈標語〉 
小学校低学年の部 
市長賞　　　　　　井尻小3年　前嶋菜々子
教育長賞　　　　　井尻小1年　廣瀬浬
市民会議会長賞　奥野田小1年　山下梨依奈

小学校高学年の部 
市長賞　　　　　奥野田小4年　雨宮詩
教育長賞　　　　　玉宮小5年　楠愛結香
市民会議会長賞　　井尻小5年　中村蛍都

中学生の部 
市長賞　　　　　塩山中2年　鈴木萌花
教育長賞　　　　勝沼中3年　原一葉
市民会議会長賞　勝沼中3年　駒田果歩

〈写真〉 
小学校低学年の部 
市長賞　　　　塩山南小1年　望月唯花
教育長賞　　　　勝沼小3年　深澤凜柊
市民会議会長賞　　祝小2年　金井紗良

小学校高学年の部 
市長賞　　　　　勝沼小5年　野澤勇偉
教育長賞　　　塩山南小4年　武井聖
市民会議会長賞　勝沼小5年　磯野佑斗

 生涯学習課 公民館担当　☎32-1411

日時  令和7年1月19日（日）　開演 午後2時
 （午後1時30分開場） ※開演10分前のご入場をお願いします。

会場  甲州市民文化会館　ホール
定員  500名（全席自由・先着順）

 ※定員になり次第、受付を終了します。

対象  市内在住者
 ※申し込みの際に市内在住を証するものが必要です。

入場料  無料（入場整理券が必要です。）
受付開始  12月18日（水）午前9時～
申込方法  甲州市民文化会館 窓口

 ※月曜、休館日を除く午前9時～午後5時
 ※入場整理券は1名につき5枚まで
 LoGoフォーム
 ※LoGoフォームで申し込みの場合は、入場整理券は不要です。
 　当日受付時に「受付完了メール」をご提示ください。

協賛  塩山シネマ

申込はこちら

 塩山南児童センター　☎33-7900
 塩山北児童センター　☎33-7800
 東雲ふれあい親子館　☎44-3723

　各センター・親子館では12月も親子でふれあう活動
をします。ぜひご参加ください。 

☆12月中はクリスマス製作をします！ 
　※なくなり次第終了です。 
　12月28日（土）～令和7年1月5日（日）は、年末年始の
　ため休館です。  
　※詳細は、各館にお問い合わせください。

開　館　時　間　午前9時30分～午後1時30分（月～金）
利用できる方　未就学児と保護者

日程 イベント内容 場所
19日（木） 風船の日 塩山北児童センター 
20日（金） 新聞紙であそぼう 東雲ふれあい親子館 
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〈期　間〉	令和7年1月7日（火）～30日（木）

〈会　場〉	勝沼図書館 カウンター前ギャラリー
2018年に再建された丹波山村の七ツ石神社。そこ
に伝わる狼信仰と再建までの実話を下敷きに創作
された絵本の原画展を行います。

勝沼図書館	企画展

『蒼い夜の狼たち』原画展

〈期　間〉　12月26日（木）まで

市民課市民協働推進担当とのコラボ展示を行います。

勝沼図書館・塩山図書館×市民課市民協働推進担当

館内展示『パートナーシップ制度』

〈期　間〉 令和7年1月16日（木）／1月30日（木）

 2月13日（木）／2月27日（木）

 各回午前10時～11時30分※部分参加もOK

〈場　所〉	甲州市民文化会館
※詳細は館内配布のチラシやホームページをご覧ください。

甘草屋敷子ども図書館	絵本くらぶ

『第5期読み聞かせボランティア養成講座』

〈日　時〉	令和7年1月11日（土）午後2時～3時20分

 『映画 すみっコぐらし ツギハギ工場のふしぎなコ』
 12日（日）午後2時～3時50分

 『ふしぎ駄菓子屋銭天堂 歌う銭天堂ほか』
〈場　所〉 勝沼図書館 視聴覚室

※会場入り口にて受付をします。小学生以下は保護者同伴
でお願いします。【申込不要】

勝沼図書館

	新春映画会	

市内図書館　「本の福袋」貸出し

令和7年1月5日（日）午前10時～	※甘草屋敷子ども図書館のみ午前9時30分～
新春1月5日は図書館詣でへ！恒例の福袋貸し出しを開催します。

「テーマ」に沿って職員が本を選び、本の福袋を作ります。どんな
本が入っているかは借りてからのお楽しみです。普段自分では選
ばない本たちと出合うチャンスです。
今年も福のこもった特製おみやげ付きです。お楽しみに！
各館、福袋がなくなり次第終了です。数に限りがありますので、お
早めにお出かけください。

図書館では毎週木曜日の午前10時30分から乳幼児
向けのおはなし会を行っています。
第1木曜	 絵本くらぶ	ちびっこおはなし会
〈会　場〉	甘草屋敷子ども図書館
第2木曜	 かるがもおはなし会
〈会　場〉	大和図書館
第3木曜	 おはなしぷーさん
〈会　場〉	勝沼図書館
第4木曜	 きしゃぽっぽ
〈会　場〉	塩山図書館

申込み不要。時間までにお越しください。

市内定例おはなし会

写真は昨年の様子

※AV資料（ビデオ･CD･DVD）・市外からお取り寄せの資料は開館時に借りた館のカウンターへの返却をお願いします。
※休館中の本の返却はブックポストへお願いします。
　(開館時の返却にご協力ください。また、甘草屋敷子ども図書館には返却ポストはありませんのでご了承ください。)

市内4図書館年末年始休館のお知らせ

勝沼・塩山・大和・甘草　12月27日(金)～令和7年1月4日(土)

塩山図書館　『「Bibliobattle	of	the	Year2024」優秀賞受賞』

※詳細は甲州市立図書館ホームページをご覧ください。
塩山図書館が10年間の活動を評価され、ビブリオバトルオブザイヤー2024の優秀賞を受賞しました。

令和7年「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」

日　時　令和7年1月12日（日）　受付：午後0時30分～／開式：午後1時30分

会　場　甲州市民文化会館 ホール（甲州市塩山上塩後240番地）

対象者　平成16年4月2日～平成17年4月1日生まれの方
※状況により、内容の変更または中止となる場合があります。

　令和7年「甲州市2
はたち

0歳の出
たびだち

発」を次のとおり開催します。対象者の皆さまに
は、はがきによる案内状を送っています。
※案内状が届いていない方は下記連絡先へご連絡ください。

対象者の皆さまは案内状に記載してある二次元バーコードから応募してください。 ※締切は12月13日（金）

2
はたち

0歳の出
たびだち

発のしおりに掲載する「20歳としての決意」や

「20歳になって思うこと」、「20歳になっての抱負」などの一言を募集しています！

 生涯学習課 社会教育担当　☎32-5097　 32-5172

甲州市家庭婦人バレーボール部　部員募集のご案内

 生涯学習課 スポーツ振興担当　☎32-5098

　バレーボール初心者の方も大歓迎です。少しでも体を動かしてみたいと思っている方は、活動の様子
を見学も可能です。お住まいの地域（小学校区域）ごとにチームがあります。

塩山南支部（塩山中学校）、北支部（塩山北小学校）、大藤支部（大藤小学校）、神金支部（神金小学校）

奥野田支部（奥野田小学校）、松里支部（松里小学校・井尻小学校）、岩崎支部（祝小学校）
※東雲小学校、勝沼小学校、菱山小学校地域の方は岩崎支部となります。

年末の交通事故防止県民運動　12月1日（日）〜31日（火）
　年末は、道路の混雑が予想されることや、通勤（学）時間帯と薄暮時間帯が重なることなどから、歩行者事故を中心に、交
通事故が増加する傾向にあります。
　また、飲酒機会の増加に伴い、飲酒運転による重大事故の発生が懸念されます。交通ルールの遵守と正しいマナーを実
践し、安全・安心な交通社会の実現を目指しましょう。

 日下部警察署　☎22-0110
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業98年昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00
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『地域情報や魅力の発見・発信事業』募集

　甲州市の地域情報や魅力、移住情報を県内外に発信するための「甲州ら
いふ（冊子版・WEB版）」や各種イベントのチラシなどを作成する協力者
を募集します。これまでの経歴や作品（作風）がわかる資料などをご用意
のうえ、お問い合わせください。

◆イラストや写真が得意　◆web知識が豊富
◆雑誌の校正や編集経験がある方
◆移住者大歓迎!!　◆知り合い・仲間づくり
　甲州市のことをもっと知りたい、
貢献したいという方もお待ちしています。

 政策秘書課 地域未来戦略室　☎32-5037
※窓口へお越しの場合は事前にご連絡ください。

seisaku@city.koshu.lg.jp（随時受付）
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子どもから大人まで
どなたでもOK! 

記念に素敵なスマイルを
掲載してみませんか？

甲州市にあふれる
笑
スマイル

顔大募集！

みんなの

スマイル
s m i l e *

 政策秘書課 秘書・広聴広報担当　 ☎32-5063
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）

キュートな笑顔はみんなの癒し♥
これからもみんなのアイドルだよ♥

（荻原衣都ちゃん・西広門田）

甲州市高齢者スマートフォン購入費
補助事業対象講座

※電話でお申し込みください。（土・日・祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

スマートフォンの基本的な操作方法について学びます
日　時  12月10日（火）午後1時30分～3時
場　所  大和ふるさと会館２階 研修室２
日　時  12月17日（火）午後1時30分～3時
場　所  甲州市民文化会館 2階 第3会議室
定　員  各回8名程度　 持ち物  お持ちのスマートフォン

（貸出あり※お持ちでない方はご相談ください。）
※令和7年3月まで、毎月2コマ開催します。

要申込・無料

 総務課 デジタル推進担当　☎32-3700


